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英語俳句試論 (Ⅰ) : 日本語俳句 の受容と展開

宮 地 信 弘

A n E s s a ァ o n E n g li s h H a i k u (Ⅰ) :

T h e A c c e p t a n c e o f J a p a n e s e H a i k u a n d N e w D e v e l o p m e n t s

N o b u h i r o M I Y A C H I

序

日本で 生まれた俳句はもはや日本だけの独占物ではない ｡ い まや俳句は世界中に広ま っ て おり､ 英語は

もちろん の こと ､ フ ラ ン ス 語､ ス ペイ ン語､ ドイ ツ 語､ イタリア語､ オラ ンダ語 ､ ギリ シア語､ ア ラ ビア

語､ 中国語など､ そ れぞれの 国や文化圏で自国の 言語を用 い て俳句が作られて い る｡ 紹介を兼ねて ､ まず

英語俳句を中心 に い く つ か例を挙げる ( 言わずもがなの こ とだが､ 和訳 はあくまでも原句を味わうための

参考に過ぎない ｡ ｢ 翻訳者は反逆者｣ (
"

t r a d u t t o r e , t r a d i t o r e
"

) と い うイタリ アの 古 い諺にも言うように ､

外国語を日本語に移せ ば､ 多くの もの が失われ､ 同時に余計なもの が加わる｡
一

語 の選択如何で句の 表情

が大きく変わる俳句の ような制約の厳しい文学形式にあ っ て はなおさらの こ とで ある) ｡

t r a p p e d

i n th e r e v o l v i n
g d o o r

a u t u m n l e a v e s

( P e t e r B r a d y : U n i t e d S t a t e s)

3 a . m .

th e a l r P O r t C O n V e y O r t u r n l n g

o n e b a tt e r e d
g
r e e n v a li s e

( M a ri a n n e B l u g e r ‥ C a n a d a)

c h ild
'

s v o i c e -

t h e o ld d o
g

s e t tl e s l o w e r in it s b o x

( C y ril C h ild s : N e w Z e a l a n d)

s c e n t o f h y a c i n th

丘11 s th e e m p t y r o o m -

m o t h e r
'

s b i r t h d a y

( D o d e r o v i C y Z o r a n : Y o g o sl a v i a)
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回転 ドア に

閉じ込められて

秋の 木の 葉た ち

午前 3 時

空港の 回る コ ン ベ ア 一

線 の 手提げかばん潰れて
一

つ

子どもの 声
一

老 い た犬は

箱 の 中で さ らに体を低くする

ヒヤ シ ン ス の 匂 いが

何もな い部屋 に満ちる -

母の 誕生 日



a l e a f

p a t c h i n g a h o l e

i n m y s h o e

( F u n d a えelj k o , C r o a ti a)

c hi c k e n p o x -

t h e e m b r a c e o f m y d a u g h t e r

e v e n W a r m e r

( D i m i t a r A n a ki e v : S l o v e n i a)

l o n g a ft e r d a r k

t h e fi s h i n
g
b o a t r e t u r n s

c J a r r y l n g m o o n li g h t

( H . F . N o y e s : G r e e c e)
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一 枚 の

木の葉が繕う

靴の穴

水病癖 一

娘を抱く

よりあたたかく

夜遅く

釣船がも どる

月光を引き つ れて

M ei n G a r t c h e n v e r k a u ft -

V i e a n d e r s k li n g t a u r e i n m a l

d e r V 6 g el G e s a n g !

( s a bi n e S o m m e r k a m p : G e r m a n y)

H a v u e l t o d el c a n s a n c i o

M i e n t r a s la o l a

S e a l ej a d e s p a c i o ･

( A n a R o s a N 血a e z : M e x i c o)

D e s c o r n e ill e s c r a ill e n t

d a m s u n o r m e d e s s i c h 6

d e n t e ill e d u j o u r

( A I p h o n s e P i c h i : C a n a d a)

S t a ti o n b u il d i n g

s h o r t e r t h a n t h e t r a i n

- w i n t e r b e g i n s

( A n d o T o m i z o : J a p a n)

庭を売り -

何と違う響きか

烏の 歌

疲れて 帰る

波がゆ っ く り

引い て い く

乾 い た檎の 木に

鳴くカラ ス

光の レ ー

ス

駅舎

汽車よりも短く

一 冬が始まる

用 い て い る言語は異なるが ､ い ずれ も俳句的な瞬間を巧みに とらえ ､ 俳句 の 味わ い をそ れなり に伝え

て い る ｡ 日本的な ｢ わび｣ や ｢ さ び｣ の 美学 に通 じる句もあれば､ ユ
ー モ ラ ス な句もある｡ 実質的に世

界共通語で ある英語が俳句的世界の 表現を可能に した とき ､ 俳句は極東の 島国日本か ら世界の h a i k u へ

変貌したと言える だろう ｡ ア メ リカ俳句協会 ( H S A ) の 機関誌 を編集 して い たJ i m K a ci a n は俳句の 普

遍性を水の 元素に たとえ て ､ 次 の よう に言う ｡
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英語俳句試論 (Ⅰ) : 日本語俳句の 受容と展開

H ai k u i s e l e m e n t a l , li k e w a t e r . T h o u gh i t h a s c o m e t o u s f r o m J a p a n , i t i s n o m o r e J a p a n e s e t h a n w a t e r ･

N o r i s i t E n g
li s h

,
o r S l o v e n i a n o r B a n t u ･ L i k e w a t e r

,
l t i s u n i v e r s a l , i n s t a n tl y

r e c o g
n i z e d f らr w h a t i t i s

a n y w
h e r e . L ik e w a t e r

,
1t a ri s e s f r o m a d e e p p l a c e w h i c h u n d e rli e s a ll o u r c o m m o n g r o u n d s , u n a w a r e o f

t h e t e m p o
r a r y
b o u n d a ri e s t h a t m e n m a y p l a c e o n th e s u rf a c e a b o v e i t ･ It m a y e m e r g e i n a g r e a t m a n y

p
l a c e s a n d i n d if f e r e n t fo r m s ･

1 )

俳句は
､
水と同様､ 元素的なもの だ ｡ そ れ は日本か らわれわれ の 元 に届 い たが､ 水 がそう で あるよう に もはや日

本語の もの で はな い . ま た英語の も の で もス ロ ヴ ュ ニ ア 語の もの で も､ パ ン ツ
一

語の も の で もな い ｡ 水 と同じく ､

俳句は普遍的なもの で ､ ど こ で あ っ て もた ちど こ ろ に俳句だ と認識され る｡ 水 と同じく､ 俳句は我 々 の共通の大

地の 基盤をなす深い 場所か ら､ 人間が そ の 上 の 表面に置く
一

時的な境界な ど知ら ぬ げ に立 ち現れる｡ そ れ は実 に

多くの 場所で ､
違 っ た形式をと っ て 出現 してくる の だ｡

こ の 小論で は､ 英語俳句に つ い て ､ そ の 発展の歴 史､ 形式的特徴､ そ して英語俳句の 実験を概観 し､

詩と俳句の相違 (次号掲載予定) に つ い て考えて みた い ｡ なお､ こ こ で言う ｢英語俳句｣ とは必 ず しも

英米中心 の英語文化圏内で 書かれた俳句と い う こ とを意味しな い ｡ 文化 圏をまたが っ て ､ 文字通り ｢英

語で 書かれた俳句｣ をさす｡

1
. 英語俳句発展 の 歴史 : 概観

英語に よる俳句の 発展の詳細な歴史に つ い て は､ 参考として次号の 論文末に ｢海外 へ の 俳句の広がり :

関係年表｣ を付ける予定なの で ､ 詳細はそ ちらを参照された い ｡ こ こ で はそ の 発展の 歴史を大まかに辿 っ

て おく ｡

( 1 ) 1 9 世紀末 : 俳句との 出会い

日本の 俳句が外国に ､ 特に西洋世界に 知られる ように な っ た の は 19 世紀の 終わり頃､ 日本が明治維

新を迎えて か らの こ とで ある ｡ 日本が世界史 の 中に大きく組み込まれて い く近代化 の 過程で ､ 俳句も西

洋近代世界に発見されて い く｡ 当時､ 日本に や っ てき た西洋の外交官や明治政府の おかかえ教師たちは､

それま で の 長い 鎖国で 漠と した神秘の 霧に閉ざされて い た日本文化 に興味を持ち､ そ れを母国に精力的

に紹介して い く ｡ そ の 中で 日本の 代表的詩歌で ある和歌や俳句も言及され ､ そ の 存在が知られるよう に

なる ｡ しか しなが ら､ 最初は西洋の 伝統的な詩の 概念で 見て い たため ( そ の 背後に西洋中心主義的な視

線が潜ん で い た こ と ば言うま で もな い) ､ あま りに も短 い俳句を
一

つ の 詩 の ジ ャ ン ル で ある と認 める こ

とば困難だ っ た ｡ 叙事詩や 拝情詩の 長い 伝統を持つ 西洋からすれば ､ 俳句の ような短い 作品を詩の 中の

ど こ に位置づ けた らよい か当惑しただろう こ と ば容易に想像で きる ｡
一 般 に西洋にお い て は､ 詩は

一

つ

の ま とま っ た詩想を表現する の に ある程度の 長さが必要とされる ｡ 短 い 詩は子供向けの ナ
ー サ リ ー ライ

ム や エ ド ワ ー ド･ リ ア が得意と したリメ リ ッ ク ( 5 行戯詩)
2)
の よう な戯れ唄 としか みなされな い ｡ 1 87 3

年 に来日 し､ 東京帝国大学で言語学を講じた B a sil H . C h a m b e rl a i n は ､ 俳句を紹介す る際､ おそ らく俳

句を区分けする適切な ジ ャ ン ル が見出せなか っ た の で あろ う､ 『ガリ バ
ー 旅行記』 に出て くる小人国

ウ ル トラ り り ビ ュ - シ ア ン

( リリ パ ッ ト国) にな ぞ らえて ｢ 超小人国的な
一

種 の 詩｣
こ与)

で あ ると し､ 西洋に苦か らあ っ て ､ 形式的な

面から見て 俳句に最も近 い e pi g r a m ( 寸句
･ 寸鉄詩)

i)

と い う訳語をあて て い る が､ そ れ も無理 か らぬ

こ とで あ っ た ｡

俳句の 詩的価値を正 当 に評価し､ 俳句を詩として認 め たの は 1 8 9 0 年 ( 明治 2 3 年) に来日 し､ 6 年後
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宮 地 信 弘

に 日本に 帰化 した L af c a d i o H e a r n ( 日本で は小泉八 雲と して 有名) が最初で あ っ た ｡ 彼は ､ 俳句は

｢選び抜い た わず かな言葉でイメ ー ジや ム ー ドを喚起し､ ま た ､ 感情や感動を生き返らせ ようとする｣
5)

と言 い ､ 俳句の 特質で ある凝縮性や 暗示性を見抜き ､ 俳句の 詩的価値を積極的に 評価した｡ 文学的感性

に恵まれて い た - -

ン は､ 日本の 怪談奇話だけで なく ､ 和歌や俳句に も興味を持ち､ そ の エ ッ セイ や物

語の 中に しば しばそ れ らを織り込ん で い る ｡ た とえば､ 名 エ ッ セ イ ｢ 蛍｣ (『骨董』､ 1 9 0 2) で は蛍を詠

んだ俳句を 4 0 句近く紹介して い る｡ そ の 中に は芭蕉の ｢昼 見れ ば首筋赤き蛍かな｣ も含まれて い る ｡

また蝶を扱 っ た エ ッ セイ ｢ 虫 の 研究｣ (『怪談』､ 1 9 0 4) で は ､ 蕪村の ｢ 釣鐘 にとまりて ねむる胡蝶かな｣

や
一

茶の ｢蝶とぶや此世の うらみなきやう に｣ をはじめと して 2 2 句が盛り込まれて い る｡ そ の 後､ チ ェ

ン バ レ ン も -
-

ン の 見方に影響を受けて ､ 軌道修正 し､ 俳句の 価値を再認識す るよう になり ､ 『芭蕉と

日本の 詩的寸句』 ( B a s h o a n d i h e J aP a n e s e P o eti c al E p ig r a m , 1 9 0 2) を著すが ､ 俳句 の 評価は､ 芭蕉の 作品

を除き ､ 必ず しも高く ない ｡ 同様の 姿勢は､ チ ェ ン バ レ ン が参照した W . G . A s t o n に も見られ､ ア ス ト

ン は そ の 『日本文学史= H A H i st o ry Of J aP a n e s e L it e r at u r e , 1 8 9 9) の 中で ｢ 松尾芭蕉と彼の 門下の 名声がな

ければ ､ こ の ( 俳句と い う) 創作に 注意を払う必要はほ とん どな い の だが｣
6'

と言う｡

英国の学者 ･ 外交官は日本の 俳句に対 して概 して否定的 ･ 消極的だ っ た の に対して ､ フ ラ ン ス 人は肯

定的で あ っ た ｡ 1 90 3 年 9 月に来日し､ 翌年 5 月まで滞在した P a u トL o u i s C o u c h o u d ( フ ラ ン ス 人哲学者 ･

精神医学者 ･ 詩人) は日本滞在中に チ ェ ン バ レ ン や - -

ン の 著作を読んで俳句に興味を持ち､ 俳句は西

洋の エ ピグラ ム で はなく､ ｢ 三 つ の 短 い句から成り立 っ た日本の 詩で ある｣ と し､ そ の 特徴を次の よう

に指摘して い る｡

三 つ の筆さばきからなる単純な絵､ カ ッ ト､ 素描､ 時に は筆をお い ただ けの もの ､
一

つ の 印象な の で ある｡ そ こ

からは抽象的な部分は除去され て い る｡ 統辞法は極度に 省略がきい て い る ｡ 要は三 つ の 簡潔なタ ッ チ に よ っ て ､

一

つ の 風景､ 小情景を つくる ことな の だ｡ 詩的な努力はす べ て ､ 喚起力豊かな三 つ の感覚を選ぶ こと に注がれ､

そ れ ら の感覚がもろもろ の連想を促す ｡
7)

ク ー シ ュ ー は､ 俳句の 特質をほ ぼ言 い尽く して い る上記 の 引用部分を含むそ の エ ッ セ イ ｢ 日本の 叙情的

エ ピグラ ム｣ の 中で ､ 芭蕉や蕪村など日本の 俳句を 1 5 8 句紹介した後で ( 蕪村の 句が約半数を占める) ､

彼 の 友人J u li e n V o c a n c e が第
一 次世界大戦に参戦した際に作 っ た仏語俳句を紹介して い る｡

D a m s u n t r o u d u s o l
,
1 a n u l t

,

E n f a c e d
'

u n e a r m i e i m m e n s e ,

D e u x h o m e s .

地面に掘 っ た穴の なかで ､ 夜 ､

巨大な軍勢に対峠した､

男二人｡
8'

ま たク
ー シ ュ

ー

自身､ 帰国後 フ ラ ン ス 語で 句作し､ 1 90 5 年 A u Fi
･

l d e L
'

e a u (『水 の 流れ の まま に』) と

い う - イカイ集 ( フ ラ ン ス で は - イ カイと い う語が用 い られる) を発表す る ( 3 0 部､ 自費出版) ｡ こ れ

が外国語に よる句集 の 噂矢とされる｡ そ の 中の
一

句をあげる｡

D a m s u n m o n d e d e r a v e ,

S u r u n b a t e a u d e p a s s a g e ,

R e n c o n t r e d
'

u n i n s t a n t .

夢 の 世で ､

渡し の 船の 上 ､

つ か の 間の 出会い ｡
9)

こ の 句は ､ 高浜虚子が フ ラ ン ス を訪れて牡丹屋とい う日本料理店で フ ラ ン ス の 俳句詩人たちと会合をも っ
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英語俳句試論 (Ⅰ) : 日本語俳句の 受容と展開

たとき の こ とを記念 して詠ん だもの で ある｡ 俳句とは ｢ 四季の 諸現象を詠うもの｣ ｢俳句は季題が生命｣

で あるとする虚子は､ フ ラ ン ス の俳句詩人た ちが ｢季｣ の 重要性を理解しな い こ とに不満を抱い て い る

が ､ こ の句に 関して は ､ そ の 東洋的な無常観に通 じる主題ゆえだろうか ､ 高く評価し､ 賞賛して い る
1 0-

｡

ク ー シ ュ ー の - イ カイ集は そ の 後の仏語俳句運動 の き っ かけとなる｡

( 2 ) 20 世紀初頭 : イ マ ジス トた ちの 俳句発見

- ー

ン を除い て俳句があまり評価されなか っ た英米に あ っ て ､ 俳句 の特異性に注 目したの は新しい 表

現を求めて い た 2 0 世紀初頭の モ ダ ニ ス ト の 詩人たちで あ っ た｡ E z r a P o u n d を中心 とす るイ マ ジ ス ト

た ちは ､ 何よりも俳句 にお けるイ メ ー ジ の 使用法に注目した｡ 彼らはイ メ
ー ジが詩の 装飾と い う次元 か

らそれ自体が ｢ 知的情緒的複合体｣ (
"

a n i n t e ll e c t u a l a n d e m o ti o n a l c o m p l e x
' '

)
1 1'
と して詩そ の もの を担

う本質とな っ て 自立 して い るさまを俳句に見出し､ そ れに触発されて俳句的な短詩を作 っ て い く｡

と りわけ有名な短詩が ｢ 地下鉄の 駅で｣ (
"

I n a S t a ti o n o f t h e M e t r o
"

,
1 9 1 3) と い う 2 行 の 詩で あ

る ｡

T h e a p p a ri ti o n o f t h e s e f a c e s i n t h e c r o w d ;

p e t a l s o n a w e t
,
b l a c k b o u g h ･

1 2)

群集 の 中に亡霊 の如く現 れる こ れらの 顔

濡れた､ 黒 い枝 に張り つ く花びら

1 9 1 1 年 ､ パ ウ ン ドは パ リ の 地下鉄 の 駅で 美し い 子供たちや女性た ちに遭遇する｡ そ の 時の 強烈 な印象

を詩に しようとするが ､ 適切な表現形式が見つ か らず ､ い ろ い ろ思い 悩ん だ末に最初 3 0 行近く書 い た

もの を何度か切り詰めて 最終的に上 記 の ｢ 発句 の ような｣ ( h ok k u -li k e) 2 行 に して しまう ｡ イ マ ジズ ム

の 記念碑的な作品で ある こ の ｢ 地下鉄の 駅で｣ の 成立過程で俳句的発想が貢献 した こ とは間違 い な い ｡

こ の 詩に限らず ､ 俳句や中国の 古典 ( 漢詩) がイ マ ジ ス トた ちに大きな影響を与えた こ とは文学史的な

常識だが ､ しか し､ イ マ ジ ス ト運動は広く
一

般大衆の 中に根付く こ と ばなく､ また長く続かなか っ た｡

p o u n d ､ R i c h a r d A l d i n g t o n ､ H . D . ( H il d a D o o li ttl e) らが中心 とな っ て ア ン ソ ロ ジ
ー

D e s Z m a g i st e s を刊

行した の が 1 9 1 3 年｡ そ して 早く も 4 年後の 1 9 1 7 年頃に はこ の 運動は解体して い く ｡ 運 動と して の イ マ

ジ ズ ム は比較的短命で あ っ たが ､ そ の 影響は大きく ､ 現代詩にお けるイメ
ー

ジ に対する認識を大きく変

える こ とになる ｡ 俳句は､ 一 部 の 先鋭な感覚を持 っ た モ ダ ニ ズ ム 詩人たちの イメ
ー

ジ認識を変える触媒

として は機能したが ､ 俳句自体が
一 般大衆の もとまで 降りて くる こ と ばなか っ た｡

そ の 後､ 俳句 へ の 関心 は
一 時衰 える が ､ イ メ ー ジ を中心 に す え たイ マ ジ ズ ム 的俳句的発想は ､

w illi a m C a rl o s W illi a m s や W a ll a c e S t e v e n s な どア メ リカ現代詩人の 詩に取り込ま れながら生 き続 けて

いく｡ たとえ ば､ ウ ィ リ ア ム ズ の 次の 短い 詩はそう した遺産の
一 つ と言えるだろう ｡

A m o n g t
h e r a in

a n d lig h t s

I s a w t h e g r e a t fig u r e 5

i n g o ld

o n a r e d

丘r e t r u c k

m O V l n g

t e n s e

u n h e e d e d
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雨と

街灯の 中で

私は金色の

大き な 5 と い う

赤い

消防車の 上 の 数字が

大急ぎで

緊張して

人の 注意も引かず



t o
g
o n
g
c l a n g s

si r e n h o w l s

a n d w h e el s t u m b li n g

t h r o u
g
h t h e d a r k ci t y ･

(
'

T h e G r e a t F i g u r e
'

)
)3 '

宮 地 信 弘

響く金属音

サイ レ ン の 吠え声

そ して 回転する車輪に合わせ て

暗い 街中を駆け抜けて い くさま を見た

(｢ 巨大な数字｣)

雨が降り､ 暗く な っ た街の 中を けたたま しく サイ レ ンを鳴らして ､ 緊張気味に駆け抜けて い く赤 い 消防

車に措か れた金 色の 5 ( 5 号車) と い う数字の 印象探さを描 い たも の で ある が ､ 都市に お ける 日常の あ

りふ れた光景を切り取る視点と い い ､ そ の 即物的な提示の し方と い い ､ そ れ らは俳句的な発想と無縁で

はな い だ ろう ( ためし に多く の 説明的な語句をそ ぎ落と して い けば ､ ｢ 雨 の 中巨大な数字が街中を駆 け

抜けて い く｣( a m o n g t h e r a i n / t h e g r e a t fig u r e / t u m bli n g t h r o u gh t h e ci t y) と い う
一

句に なる) ｡

( 3 ) 第 二 次世界大戦後 : 俳句再発見

俳句が本格的に ア メ リカ社会に ､ そ して ア メ リカ を通 して 世界に ､ 根付い て い く の は第二次世界大戦

後の こ とで ある｡ そ れまで 外国語俳句の 実践的な中心 は フ ラ ン ス に あ っ たが､ 戦後は北アメ リカ へ とそ

の 中心 が移 っ て い く ｡ 戦後の い わ ば俳句再発見は､ 1 9 4 5 年 に太平洋戦争が終わ り､ 日本に 占領国家と

して や っ て きた戦勝国アメ リ カ と敗戦国日本と の 文化 的交渉の 結果で あ っ たと言 っ て い い だろう｡ 当時

の 日米の 文化的接触 の 時代に ､ そ の 後の 俳句の 普及に大きな影響を与える二 つ の 著書が現れた｡
一

つ は

1 9 5 8 年 に米国人 H a r o l d . G . H e n d e r s o n が著 した俳句の 入 門書 『俳句入 門 : 俳句集 芭蕉か ら子規まで』

( A n I n t r o d u cti o n t o H a i k u : A n A n t h ol o g y of P o e m s a n d P o et s f r o m B a sh o t o S h iki)
1 4)

で あり､ もう
一 つ は英国人

R . H . B l
y
t h が著した 『俳句』 ( H a ik u) と い う 4 巻 の 著作で ある ( V o l ･ Ⅰ, 1 9 4 9 , V o l ･ I I , 1 9 5 0 , V o l s ･ Ⅲ - I V ,

1 9 5 2) ｡ こ の 二 つ の 著書の 中で より大きな影響力を持 っ た の は プライ ス の 著書で あ っ た｡

ヘ ン ダ
ー

ソ ン は排句を何より も詩と して とらえ､ そ れまで の
"

e p ig r a m
"

( 寸句) と い う訳語は誤解を

招く と指摘する ｡

… p ri m a ril ァi t [i . e . h a i k u] i s a p o e m ; a n d b e i n g a p o e m i t i s i n t e n d e d t o e x p r e s s a n d e v o k e e m o ti o n ･ I t

i s n e c e s s a r ァ t o i n si s t u p o n t h i s p o
l n t , b e c a u s e it h a s b e e n t h e c u s t o m i n t h e p a s t t o t r a n sl a t e

"

h a i k u
' '

i n t o

u

e p l g r a m ,
n

a n d t h i s i s q u i t e m i sl e a d i n g ･ S e c o n d l y ' a h a i k u is a v e r y s h o r t p o e m , w i t h a t
r a d i ti o n a l a n d

c l a s si c fらr m , a n d w ith s p e ci a l c h a r a c t e ris ti c s o f i t s o w n ･

1 5〕

ま ず第
一

に
､
それ ( 俳句) は詩 で ある｡ そ して 詩 で あるから に はそ れ は情緒を表現 し､ か つ 喚起す る｡ こ の 点を

強調する の は必要な ことだ ｡ なぜ なら ､
こ れ ま で ｢ 俳句｣ を ｢ 寸句｣ と翻訳す る ことが習慣とな っ て おり､ そ れ

はきわめ て 誤解を招きやす いか らだ｡ 第 二 に ､ 俳句は､ 伝統的 ･ 古典的形式を持ち､ そ れ白身の特別な特徴を備

えたきわ めて 短 い詩 で ある ｡

俳句を自立 した詩と して 見る ヘ ン ダ ー ソ ン の 見方に対して ､ 鈴木大拙の 下で禅 の 修業をしたこ ともあ

る プライ ス は ､ ｢ 俳句は､ われわれ が事物 の 生命を透視す る瞬間的な悟り の 表現 で ある｣ (
"

a h a i k u i s t h e

e x p r e s si o n o f a t e m p o r a r y e n li g h t e
n m e n t , i n w hi c h w e s e e i n t o t h e li f e o f t h i n g s

"

)
1 6)

と して ､ 俳句を禅の

立場か ら理解する こ と を強調した｡ 俳句を禅の 表現とす る こ う したと らえ方は は じめから俳句全体に意

味づ けを施す
一

種 の 偏向したと らえ方で あるが､ 俳句を包む謎め い た雰囲気と ､ 同時に そ の わかりやす

い 定義ゆえに ､ 俳句を単な る
一

つ の 詩以上 の もの として見る見方が定着 して しま う｡ すなわち､ 俳句を
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英語俳句試論 (Ⅰ) : 日本語俳句の受容と展開

禅と同
一

視す るプライ ス の 態度はアメ リ カ にお ける俳句の 受容の仕方を大きく方向付ける こ とに な っ た｡

本格的に俳句を論じた プ ライ ス の 大部な著書は ､ J a c k K e r o u a c や A ll e n G i n s b e r g ､ G a r y S n y d e r な ど戦

後ア メ リカ の ビ - ト派の 詩人 ( t h e B e a t s) だけで なく ､ 諸外国に大きな影響を与え ､ 俳句が海外に 広

ま る重要な役割を果たす こ と に なる ｡ 特に対抗文化 の 1 9 5 0 年代か ら 6 0 年代にか けて ､ ア メ リ カ の 反体

制的な若者たちの 間に新しい 価値観を体現する もの と して 禅が流行し､ そ れ に連動して 禅の 精神を表現

した もの とみ なされ た俳句が アメ リ カ社会に広が っ て い く ｡ プ ライ ス の 影響ほ 一 見俳句と結び つ きそ う

に な い ア メ リ カ の 黒人作家 R i c h a r d W ri g h t に も及ぶ ｡ 当時彼は遠く離れた パ リ に住ん で おり､ そ こ で

プライ ス の 書物に出会 っ て 俳句を書き始め ､ 病床にあ りなが ら約 4 ,0 0 0 句を作り､ そ の 苦労は 『俳句 -

こ の 別世界』 ( H a ik u : T hi s O t h e r W o rld ､ 1 9 9 8) と い う句集に結実する ｡

( 4 ) 1960 年代以 降 : 俳句雑誌の刊行､ 俳句協会の設立 ､ そして俳句の国際化

1 9 6 0 年代に入 ると各種 の 俳句雑誌が続々 と刊行され ､
一

般大衆の レベ ル で 俳句 へ の 関心 が急速 に高

ま っ て い く ｡ 19 6 3 年創刊の A m e ri c a n H a i k u を皮切りに アメ リ カ両海岸や中西部で 多く の 俳句雑誌が相

次 い で発刊され ､ こ の 傾向は 7 0 年代まで 続く ｡ 俳句雑誌の 果たした役割は大きく ､ 戦後の 優れた俳句

詩人の 多く が こ うした俳句雑誌の もとに育 っ て い く ｡ 多く の 俳句雑誌の 刊行は つ い に アメ リ カ俳句協会

( H S A : H a i k u S o ci e t y o f A m e ri c a) の 設立 へ と結び つ く ( 1 96 8 年) ｡ 1 9 7 7 年 に はカナ ダ俳句協会 ( H a i k u

s o ci e t y o f C a n a d a ､ 1 9 8 8 年 に H a i k u C a n a d a と改称) が設立 され ､ 北ア メ リ カ は戦後 の 俳句運動 の 実

質的な中心 とな っ て い く ｡ こ の 二 つ の 協会の 影響力は大きく ､ 英語圏の み ならず非英語圏にまで 及び､

そ の 後各国で俳句協会 の設立が進む ｡ イ ギリ ス 俳句協会 ( B r iti s h S o c ie t y o f H a i k u) は少し遅れて 1 9 9 0

年 に設立 の 運 びと なる ｡ そ う した 世界的な俳句の 広が りに呼応して ､ 日本で は 19 8 9 年 に 国際俳句交流

協会 ( H a i k u I n t e r n a ti o n a l A s s o c i a ti o n) が設立され ､ 第
一 回国際俳句会議が正岡子規の 郷里松山で開催

される｡ そ の 後も各国に俳句協会ができ て ､ い よ い よ俳句の 国際化 を迎える ｡ こ の 傾向はい ま も続い て

おり､ 日本で もそ うで あるように ､ 多く の 無名の 者が英語俳句を作 っ て い る ｡ こ うした草の 根的な広が

りの 中で ､ 俳句を禅や宗教的経験から切り離して
一

つ の 審美的価値を見出そ うとする動き が現 れる が､

俳句を東洋的な禅精神の 表現とす る姿勢は今も根強く残 っ て い る ｡

俳句の 特質は何よりもそ の 短さ にある｡ それ ぞれ の 国に ある文学的伝統の 重みに とらわれる こ となく ､

日常の 小 さな経験や発見を書き留め て おき た い と思 う表現衝動に応 えうる コ ン パ ク トな形式が俳句の 世

界的普及の 要因の 一 つ と考えて い い だろう｡ そ の 形式的手軽さ に加えて ､ 現代で はイ ンタ
ー

ネ ッ ト の 驚

異的な発展が地球規模で の 俳句世界の 拡大に拍車をかけて い る気配 で ある｡

2 0 世紀中葉 に俳句が世界 に 広が っ て い っ た の は ､ 大き く見れ ば ､ 西洋中心主 義的イ デ オ ロ ギ
ー

( e u r o -

c e n t ri s m ) に対する批判の 高ま りと無縁で はない だろう｡ 2 0 世紀後半は西洋的価値観が揺らぎを

見せ た 時代､ フ ェ ミ ニ ズ ム 批評が男性中心主 義に
"

N o
"

を つ き つ け､ 中心 と周縁と い う文化的枠組み

が壊れ ､ ポ ス ト/ コ ロ ニ ア ル 批評が生ま れた時代 - い わば広 い意味で の 脱構築的な動きがさま ざま

な側面か ら現れて きて ､ 西洋の 理性中心主義 (l o g o -

c e n t ri s m ) 的な文化 に疑問符を投げかけた時代で あ っ

た｡ 俳句はそ の ような時代に マ
ー ジ ナ ル な極東の 小 国から放たれた､ 西洋的価値観に対す る反措定とし

て迎え られた の で はな い だ ろ うか｡

( 5 ) ア メ リカ に おける俳句受容の素地 : 超越主義者たちの遺産

戦後ア メ リカに俳句が広が っ て い っ た の は敗戦国日本と占領国家ア メ リカ との 文化 的接触が直接の 引

き金で あ っ たと して も､ 俳句を受け入れる素地 がもともとア メ リ カ に は あ っ た こ とも忘れて はな らな い ｡

19 世紀中葉 - い わ ゆるア メ リ カ ･ ル ネ サ ン ス 期 一 に 活躍した R . W 二E m e r s o n や H . D . T h o r e a u な ど
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超越主 義者 ( t r a n s c e n d e n t a li s t) と呼ばれる ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ド地方の 詩人や哲学者た ちが残した思 想

的遺産､ そ して また W al t W h i t m a n に始まる自由詩 の 伝統､ そ れ らが俳句 の 描く世界を受け入 れやす

く したと言うこ とができる だろう｡

たとえ ば､ 次 の
一

節に おける自然の 中で発動する感覚は どこ か俳句的感性と似通 っ て い る｡

T h i s i s a d e li c i o u s e v e n l n
g ,
W h e n th e w h o l e b o d y i s o n e s e n s e , a n d i m b i b e s d e ligh t t h r o u gh e v e r y p o r e .

I
g
o a n d c o m e w i t h a s t r a n g e lib e r t y i n N a t u r e , a p a r t o f h e r s e lf ･ As I w a l k a l o n g t h e s t o n y s h o r e o f t h e

p o
n d i n m y s h ir t sl e e v e s , t h o u gh it is c o o l a s w e ll a s c l o u d y a n d w i n d y , a n d I s e e n o t h i n g s p e c i a l t o

a t t r a c t m e
,
a ll th e e l e m e n t s a r e u n u s u a ll y c o n g e n ia l t o m e ･ T h e b u ll -f r o g s t h u m p t o u s h e r i n t h e n i gh t ,

a n d t h e n o t e o f th e w h i p p o o r w ill i s b o r n e o n th e r l P Pli n g w in d f r o m o v e r t h e w a t e r ･ S y m p a th y w i t h th e

n u t t e r l n
g a
l d e r a n d p o pl a r l e a v e s a l m o s t t a k e s a w a y m y b r e a th ; y e t , li k e th e l a k e , m y s e r e n lt y l S r l P P l e d ,

b u t n o t r u m e d . . . .

1 7 )

今宵甘美な夕 べ ､ 全身が
一

個 の感覚と化 し､ あ らゆる毛穴か ら喜びが染み入 っ て くる ｡ 私 は自然の 中を不思議な

気ままさ で散策す る｡ ま さ に 自然の
一

部 だo シ ャ ツ に 袖を通 したまま で 岩が ちの 湖畔を歩くと､ 涼 しく曇 っ て い

て風もある の だが､ ま た こ れと い っ て私 の注意を引くもの は何もない の だが､ す べ て の 自然が私に は い つ に なく

快い の だ｡ ウ シ ガ エ ル は低く鳴い て夜を招 じ入れ､ ヨ タ カ の調 べ はさらさらと吹く風に 乗 っ て 湖の 向 こうから運

ばれ てくる｡ 風 に震える ハ ン ノ キやポプ ラ の木 の葉 へ の共感に私は息づ まる思い がする｡ しか し､ 私の静寂は湖

の よう に漣 に揺れ る の み で ､ 荒れ る こ とはな い -

こ れ は､ 18 4 5 年から約 2 年間 W ald e n P o n d の近くに独居 した H . D . T h o r e a u の 代表作 『ウ ォ ー ル デ ン』

( w ald e n) の 中 の 有名な ｢ 孤独｣ (
"

s o li t u d e
' '

) の 冒頭部分で ある ｡ こ こ に は､ 甘美な夕べ ､ 全身が 一

つ

の 感覚となり ､ 全身の 毛穴か ら喜 びが染み込ん で い くさまが措かれて い る｡ 自然 の
一

部とな っ て あたり

を歩く時､ ウ シガ エ ル たち の 立て る低い 声が夜を招き入 れ､ ヨ タカの 鳴き声が湖 の 向こ うから聞こ えて

くる｡ - ン ノ キやポ プラの 木 々 と心を通わ し､ 隠遁者 の静寂は漣立 つ こ とばあ っ て も乱 されるこ とばな

い と ソ ロ ー は言う｡ こ の 自然に溶 け込むような
一

体感､ 孤独を楽しむ風雅な姿勢､ 小動物や木々 との 親

和的な交わりはそ の まま俳句的世界に通じるも の で ある｡ ま た ､ たとえば､ 自分の心 の 静寂を湖の 漣に

喰える最後の 行の 見立 て は少し手を加えればそ の まま俳句に な っ て い きそ うです らある ｡

ソ ロ ー

の 感性の 背後に ある自然観は､ たとえば､ 次 の エ マ ス ン の
一

節 に見える 自然観と同種の もの で

あり､ そ こ に も俳句的世界に通じるもの が潜んで い る ｡

T h e s t a r s a w a k e n a c e r t a i n r e v e r e n c e , b e c a u s e th o u g h a l w a y s p r e s e n t , th e ァ a r e i n a c c e s sib l e; b u t a ll

n a t u r a l o bj e c t s m a k e a k i n d r e d i m p r e s si o n , w h e n t h e m i n d i s o p e n t o t h e i r i n fl u e n c e . N a t u r e n e v e r

w e a r s a m e a n a
p p
e a r a n c e ･ N eit h e r d o e s t h e w i s e st m a n e x t o r t h e r s e c r e t , a n d l o s e h i s c u ri o si t y b y

fi n d in
g
o u t a ll h e r

p
e rf e c ti o n ･ N a t u r e n e v e r b e c a m e a t o y t o a w i s e s p l r l t ･ T h e m o w e r s , t h e a n i m a ls , th e

m o u n t a i n s
,
r e fl e c t e d t h e w i s d o m o f h i s b e s t h o u r , a s m u c h a s t h e y h a d d eli gh t e d t h e si m pli c it y o f h is

c h ild h o o d .

1 8)

星 々 は ある敬愛の念を呼び覚ます｡ そ れ らは､ た とえ常 に存在して い て も､ 近 づ けな いか らだ ｡ だが ､ 自然の 万

物は､ 心 が そ の影響に 開かれ て い る とき
､
同質の 印象を刻む｡ 自然は決して 卑しい 姿をま とわな い ｡ そ して 最も

賢明なる者は自然の秘密を強引に 奪い とる ことばなく
､
ま た自然の 完全性を見出して も好奇の 心を失う こ ともな
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い o 叡智あ る精神に と っ て 自然が玩具となる こ とは絶え て なか っ た｡ 花 ばな ､ 動物たち､ 山脈､ そ れ らは ､ か つ

て賢明なる者の 幼い こ ろ の純朴さを喜んだ の と同じよう に ､ 彼の最高の ときの 叡智を映し出したもの だ｡

こ こ に見られる エ マ ス ン の 自然観は､ ソ ロ ー

に比 べ ると哲学的な色彩が濃 い とは言え ､ 開かれた精神を

通して 自然と の 交感を樹立 しようとする同質の 姿勢を示 して い る｡ 自然の 中に霊的なも の を見出し､ 花

や動物､ そ して 山脈な ど具体的な自然を人間精神の 反映として とらえる エ マ ス ン の 有機的生 命的自然観

は､ 東洋的な､ ある い は禅的な自然観に きわめて 近い もの で あり､ 日本の 和歌や俳句に 溶け込んだ自然

観に馴染みやす い要素を秘 めて い る｡

超越主義者たちの 思想は禅仏教に類似した神秘主義的な性質の も の で あ り､ そ うした思想を持 つ 彼ら

が育んだ感受性が戦後 の 禅の 流行､ そ して禅的な方向付けをされた俳句を受け入れ る風土 を準備して い

た の で ある｡

2 . 英語俳句の形式

( 1 ) 言語 的な相違

言うまで もなく 日本の 俳句は 5 - 7 - 5 と い う 1 7 音節 ( 正確に は 1 7 音字) で作り､ 脚韻は踏まず､ 句 の ど

こか に季語を含めるとい うの がそ の 伝統的な形式的特徴である｡ 英語俳句で はどうだろうか｡ 音節 の数が

リズム を作る 日本語と､ ス トレ ス ( 強勢) の 組み合わせで詩の リズム を形成する英語で は､ 決定的な言語

的な違 いがあり､ また同じ英語で もアメリカ英語で は音節に力点を置い て発音 し､ イ ギリス 英語で はス ト

レ ス に重点を置い て 発音するとい う違い があり､ 日本語の 音節数をそ の まま踏襲して 17 音節で英語俳句

を作る こ とは必ず しも適切とは言えない ｡ 具体的に いく つ か例を挙げて そ の形式を見てみよう ｡

T h e c ir c u s t e n t

a ll fわld e d u p

O c t o b e r m i s t …

( E ri c A m a n n )

S m elli n g f iゝ n tl y

o r r o s e s

th e m o r n l n
g m i s t

( A l e x i s R o t e ll a)

th e sl o w d a y -

in t h e e m
p t ァ m o t e l c o r rid o r

a s t a c k o f d i r t y d is h e s

( A n i t a V i r g il)

C a l m e v e n l n g

t h e b a ll g a m e p l a y
- b y

-

p l a y

a c r o s s t h e w a t e r

(J i m K a ci a n)

- 7 5 -

サ ー カ ス の テ ン ト

み な折りたたまれて

1 0 月 の 霧 ‥ .

朝もや に

ほ の か に匂う

バ ラ の 花

ゆ っ くりと した 日 …

人気な い モ ー テ ル の廊下に

汚れ た皿 の 山

静か な夕 べ

向こ う岸か ら

野球 の 実況 中継



w l n t e r r a l n

i n o u r g a r a g e

t h e s a m e s t r a y c a t

( p e n n y H a 一t e r)

i c a t c h

th e m a p l e l e a f t h e n l e t

i t g o

(J o h n W illi s)

宮 地 信 弘

冬の 雨

ガ レ ー

ジ に

い つ も の 迷い 措

カ エ デ の 菓を

つ かむ そ して

はなす

こ れ らは､ C o r v a n d e n H e u v e l が編纂した 『- イ ク ･ ア ン ソ ロ ジ ー

』 ( T h e H a i k u A n th ol o g y [ 第 3 版] ､

2 0 0 0) か らラ ン ダム にと っ た も の で ある｡ 意味は
一

読 して わかる し､ 俳句に 馴染ん だ日本人に はそ れぞ

れ に俳句的な味わ い を容易に 感じ取れる だ ろう ｡ 4 番目の 句 (
"

c a l m e v e n i n g / t h e b a ll g a m e p l a y
- b y

-

p
l a
y
/ a c r o s s t h e w a t e r) の

"

p
l a y

- b y
-

p
l a y

"

と は ア メ リカ英語で ｢ 実況 の｣ と い う意味｡ 静かな夕暮れ時

に川か湖の 向こ う に い る誰かが つ けて い る ラ ジオから野球 の 実況 放送がかす かに 聞こ えてく ると い うも

の で ある ( こ の J i m K a c i a n と い う人は野球好き らしく､ 野球を詠ん だ句がか なりある) ｡ 夕 べ の 静寂

と い う和歌 の 世界に通 じる ｢ わび｣ 的な情緒空間に ア メ リカ文化 の 代表的娯楽で ある野球を取り合わせ

る巧みさ､ 俳句の ツボを心得た 一 句で あると言えよう｡

こ こ に 挙げ た 6 句 は い ず れ も 5 - 7 - 5 と い う音節数で は な い ｡ 最初の 句で 言 えば ､ 音節 は 1 2 音節

( 4 - 4 - 4) あり､ 強勢数 ( ス ト レ ス 数) は､ T h e c主r c u s ts n t / a ll f9 1 d e d 里P / O c t 9 b e r m 主s t … と各行 2 つ ず

つ 計 6 個 の 強勢がある｡ 以下す べ て を 一 覧表にす れば次の ように なる ｡

1 番目の 句 : 12 音節

2 番目の 句 : 1 1 音節

3 番目の 句 : 1 9 音節

4 番目の 句 : 1 3 音節

5 番目の 句 : 1 1 音節

6 番目の 句 : 9 音節

( 4 - 4 - 4) : 強勢数 6

( 4 - 3 - 4) : 強勢数 5

( 3 - 9 - 7) : 強勢数 8

( 3 - 6 - 4) : i& # & 8

( 3 1 4 - 4) : i& * & 6

( 2 - 5 -2) : 強勢数 5

( c主r c u s , t e n t , f9 1 d e d , 望P , O c t 9 b e r , m主s t)

( s m 塁11i n g , 桓i n tl y , r 9 S e S , m 9 r n i n g , m主s t)

( sle w , d 旦y , 里m p t y , m O t 里1 , c 9 r rid o r , s t 旦C k , d主r ty , d享s h e s)

( c 旦1 m , 里V e n i n g , b 旦11 , g 旦 m e , p l旦y - b y
-

p l旦y , a C r 9 S S , W 旦t e r)

( wi n t e r , 唾 n , g 旦r a g e , S 旦 m e , S t r旦y , C 旦t)

( c 旦t C h , m 旦P l e , 1 望f, 1里t , g 9)

た っ た 6 つ の サ ン プルか ら音節数と強勢数の 平均値を出す の も乱暴な話だ が ､ も の はため しで 平均値を

取 っ て見ると､ 平均音節数 13 ､ 平均強勢数 6 .3 ( 約 6) となる ｡ こ の 数字は い ささか興味深 い数字で あ

る ｡ と い う の も英語排句の 発展に大きな影響を与えた W illi a m ∫. H i g g i n s o n は ､ そ の 著書 『俳句 - ン ド

ブ ッ ク』 ( T h e H a ik u H a n db o o k) の 中で 英語俳句の 形式を音節数は 10 1 1 2
､ 強勢数は 7 つ ( 2 - 3 1 2) と定義

して い るか らで ある
1 9)

｡ 上 記句 の 音節数の 平均は 1 3 と な っ たが ､ 多く の 英語俳句を読む限りで はも っ

と少な い とい う印象を受ける｡ 音節数より も重要な の は強勢の 数の 方で ､ 6 つ の 句 の 強勢数の 平均値が

6 .3 と い う の はヒ ギ ン ス ン の 定めた数 ( 7 強勢) に 一

つ 足りな い が ､ ヒ ギ ン ス ン の 言う 7 強勢が適切と

い う考え方に 問題がな い わけで はな い ｡ G e o r g e M a r s h と い うイ ギリ ス 人は､ 英語俳句は 6 強勢で書か

れる べ きだと主張する｡ 自らも句作する マ
ー シ ュ によれば､ 実践上 の 経験から 6 強勢が ｢耳で 聞い て自

然な英語俳句の 長さ｣ で あり､ 7 強勢に なると ｢ 過重で 疲れる｣ ( w e a ri s o m el y o v e rl o a d e d) が ､ 6 強勢

に切り詰め ると芭蕉が晩年高く評価した ｢軽み｣ (k a r u m i o r li gh t n e s s) の 特質を帯びると彼は言う
2 O)

( 7

強勢で あ る べ きだと定義 した ヒギ ン ス ン も､ 日本語俳句を英訳す る際に は自説を裏切 っ て ､ 6 強勢で英
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訳 して い る場合が ある) ｡ 後に見る が､ 英語俳句はで きる だけ言葉を切り詰めて 暗示性を高めて い く傾

向が ある｡ 上 に挙げた 6 句 の 中で 3 番目の 句 (
"

t h e sl o w d a ァ -

, ,

) が他 の 句と比 べ て ( ある い は 日本語

俳句と比 べ て も) ､ 音節数 19 ､ 強勢数 8 ときわめて多 い ( 音節数の 平均値が大きく な っ た の は そ の た め

で ある) ｡ 音読 して みれ ばわかるが ､ こ の 句は確か に少 し長く感じられる ｡ ラ ン ダ ム に選んだ 6 つ の 俳

句が期せず して ヒギ ン ス ン や マ ー シ ュ の 言う音節数や強勢数 に近い もの な っ た の はそ れらが ､ 多少の 差

は あれ ､ 英語俳句 の ほ ぼ平均的な姿を表して いるた めと考えて い い だ ろう｡

｢ 季語｣ ( kig o / s e a s o n w o r d) に関して は言えば ､ 日本と外国で は当然の こ とな がら季節感は違うた

め ､ 英語俳句で は い つ も季語が埋め込まれるとは限らない ｡ そ の 代わり 一

日 の 時間帯を示す語が埋 め込

まれる こ とが多 い ｡ 上記 の 例で は 3 句が季節 ( o c t o b e r m i s t , t h e m a p l e l e a f, w i n t ｡ , r a i n) に ､ 残り の 3

句が時間帯 ( t h e m o r n i n g m i s t , sl o w d a y , c a l m e v e n i n g) に言及 して い る ( 最後 の 句は
"

I
, ,

を小文字に

した り､ 2 行目の 間 に少し長めの ス ペ ー

ス を置い て 視覚的に訴えた りと実験的なと こ ろ が見られる) ｡ 季

節 へ の 言及に しろ ､ 一

日 の 時間帯 へ の 言及に しろ､ 何気ない 日常の 俳句的発見を より大き な広がりと関

連付けて表現 する の は俳句の 基本的手法で ある｡ そ れらは 俳句が切り取る事柄に背景を与えて 句の 情景

を定位させるだ けで なく ､ 単なる断片の テクス トに過ぎな い 言説を大きなテ ク ス トの 一 部に する こ とで ､

俳句を俳句たらしめ るこ とを可能にする｡ そ こ に俳句の 味わ い ､ す なわ ち暗示性の 広がりが生まれる ｡

もと もと日本の 俳句の 季語は､ 和歌の 伝統 の中で培われた季節に対する 一 定 の 情緒的反応を引き継い

だ もの で ある ｡ そ れは季節の 趣き に対する個々 人の 独自の 新鮮な反応と い うよりも､ 過去の 人々 の 反応

の集積から定式化 された文学上 の 伝統的な情緒的反応の 総体で ある｡ い わゆる ｢ 本情｣ ある い は ｢ 本意｣

と して 定ま っ た制度的な情緒の ネ ッ ト ワ ー

ク に過ぎな い ｡ 川本氏に よれ ば､ そ の 制度的な情緒的反応の

ネ ッ ト ワ
ー

クを背景に して ､ 俳句はそ の 定式化された和歌の 情緒的反応を裏切 っ て ､ い っ たんは卑俗化

す る こ とを目指し､ そ の 後に ふ たた びそ の 和歌の 情緒世界に立 ち戻り､ 最終的に は伝統的反応の ネ ッ ト

ワ
ー クを強化する と い う手続き をとる とい う

2 1'

｡
つ まり日本の 俳句に と っ て 季語は､ すで に ある文学制

度上 の 情緒的反応 を呼び込み､ そ れを最大限に利用 するた めの 高度に発達 した創作上 の 仕掛けな の で あ

る ○ それ は､ 季節 へ の 言及が呼び起こ す 一 般的な反応 にわずか なひ ねりを加えるだ けで大きな効果を挙

げる こ とを可能に する ｡ そ の よう な公式化された文学的伝統が出来上 が っ て い た こと は､ 本来は滑稽文

学で あ っ た 俳句が生 まれて くる ため の 不可欠 の土壌で もあ っ た ｡ そ うした季節に よる情緒的反応の 文学

的制度がな い 外国語俳句で は､ 季語が日本語俳句ほ ど重要視されな い の は当然 の こ とで ある ｡ それ に対

して ､ 朝 ､ 真昼時､ 昼下が り､ 夕暮れ時､ そ して夜と い う
一

日 の 時間的変化 に 関する情緒的反応は､ 地

域差はあ っ て も大きく は普遍的な要素があり､
一

つ の 制度的反応と して ある程度定式化されて い る がゆ

えに ､
一 つ の 情緒的反応 の基盤を提供で きる の で ある ( したが っ て 時間的変化 が生 みだす情趣に乏 し い

北極の 白夜やそ の 反対の 世界で は､ 時間帯 へ の 言及もあま り意味を持たな い はず だ) ｡

日本語俳句に はよく ｢ 切れ字｣ ( ki r cji / c u t ti n g w o r d) が あり ､ 微妙な情緒を喚起す るが ､ 英語俳句

で は コ ロ ン やダ ッ シ ュ ､ ド ッ トな どの 句読点で 切れ字の 代用 とす る の が 一 般的で ある｡ 句読点に関して

は ､ 行頭も小文字で は じめ､ 句読点を 一 切打た な い 句が非常に多く ､ 通常は 3 行で書くが ､ そ の 場合､

西洋の 詩と違 っ て押韻はしない ｡ ま た､ 英語俳句で は ､ 日本語俳句同様､ 知覚の 現前性を伝える現在時

制が 一 般的に用 い られ､ 冠詞が省かれる こ とも しばしばで ある ｡ リ ズ ム に 関して 言え ば､ 日本人に は音

節数 に基づ い た 5 - 7 - 5 の リ ズ ム が し っ く りくるよう に ､ 弱強格 (i a m b i c) の リ ズム が英詩の 代表的なリ

ズム で あるが ､ しか し英語俳句にお い て は ､ 弱強格が自然 に現れる こ とはあ っ て もそ れ を守らなければ

ならな い と い う厳格な決まりは な い ｡

以上 の こ とか らわか るよう に､ 英語俳句は 日本の 俳句の 形式的特徴を基に しなが らも､ 決して そ れに

引きず られる こ となく ､ かと い っ て西洋の 伝統的な詩形や韻律法に縛られ る こ ともなく ､ い わば日本の
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俳句の 伝統と西洋の 言語が出会 い ､ そ れ らが互 い に干渉しあ い ながら生ま れた新しい 詩の 形式と言う こ

とがで きる｡ 言 い換えれば､ 各国が持 っ て い る文学的伝統の 重みから開放され た新しい ､ 自由度の 高い

形式なの で あ る｡

( 2 ) 伝統主義者の俳句

1 ) 禅の俳句詩人

しかし､ 日本語俳句の 音節数を厳格に踏襲して 5 - 7 - 5 の 17 音節で 句作する俳句詩人が い な いわ けで は

な い ｡ 特に戦後ま もなく英語俳句を作りはじめ た者た ちの 中に は 1 7 音節を厳格に守る者たちが い た｡

た とえば､ 俳句を禅の 表現 と考えるJ . W . H a c k e t t はそ の代表者だろう｡

D e e p
w i t h i n t h e s t r e a m

th e h u g e fi s h li e m o ti o n l e s s

f a c i n g t h e c u r r e n t .

(∫. W . H a c k e t t)

流れ の 中深く

巨魚動かず

早瀬を直視して ｡

こ の 句は川床あたりの 深い とこ ろで じ っ と動か ない で い る大き な魚を詠ん だも の で ある ｡ しか し､ 巨大

な魚は静止して い る ように見え て実は速い 流れ に逆ら っ て 運動して い る状態に い る ｡ こ の句 は ハ ケ ッ ト

の 俳句を語るとき必ず と言 っ て い い ほ ど姐上 に上 る句で ､ 日本語俳句の 1 7 音字を そ の まま英語の 音節

に置きかえ て い る ために ､ 俳句として の 簡潔さ に欠け､ 叙景と い う凝装の もと に
一 つ の 小さな思想の 表

現に な っ て い る ｡ こ の 句で も､ プ ライ ス の 教え を守る禅俳句の 詩人らしく ､ 運動と静止と い う相矛盾す

る状態の 調和､ い わ ば ヘ
ー

ゲ ル 的止揚 ( A u 払 e b e n) に も近 い 禅的な意味合 い が容易に透 けて 見える ｡

とす ると､ こ の ｢ 巨魚｣ (
"

h u
g
e fi sh

"

) と い う表現は達磨に も似た禅の 体現者の ( ある い は禅的な生 き

方の) メタ フ ァ ー だろうか と解釈の 衝動にか られる ｡ - ケ ッ ト の 句に はそ う した解釈衝動を呼び起 こ す

類の もの が多い ｡ たとえば､ 次 の
一

句もそ うで ある ｡

H a lf o f t h e m i n n o w s

w i t h i n t h i s s u n lit s h a ll o w

a r e n o t r e a llァ t h e r e .

陽光 の 差す こ の 浅瀬の

ウ グイ の 群れ の 半ば

実はそ こ には い な い ｡

日 の 光を受けて 手前の 浅瀬がき らき らと輝き ､ 小魚た ちの 鱗に光が反射して 群れ の半数がそ こ に い る の

かと思えば ､ た だ浅瀬の 水の 面に反射する光の 加減で そ う見えた に過ぎなく ､ 実は小魚 の群れはい な い

の だ とい う ｡ こ の 句も単なる叙景句に終わ らず ､ 存在と非存在､ ある い は存在の仮象性と い っ た禅的な

逆説が企まれて い ると考えて い い だ ろう ｡ 私に は表面の 具体的現象の 背後にそ の ような禅的な意味づ け

を誘発する要素が句を作為的に して おり ､ ど こ か作り物め い た雰囲気が感じられ､ そ うした い わ ゆる

｢ 禅臭さ｣ がかえ っ て こ の 句を禅の 境地か ら遠 ざけて い るように も思 われる｡

日本語俳句の 1 7 音形式を守る他の 俳句詩人の例をあげよう｡

P e r c h i n g
b o lt u

p
ri
g
h t -

t h e c r o w l e t s t h e r a i n -

w a t e r

t ri c k l e f r o m h e r t a il

( 0 . M a b s o n S o u t h a r d)
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S o u t h a r d の こ の 句は､ 雨 の 中でま っ す ぐ背を伸ば して枝 に止ま っ て い る烏の 尾羽 か ら雨の 滴が垂 れて

い く様子に俳句的情趣を見い 出した もの で ある ｡ 日本人に はなじみ の ある情景で ､ 形式の 踏襲だ けで な

く ､ 雨に濡れ る烏の 孤影と い う水墨画的モ チ ー

フ や枯淡の 描写な ども日本の 俳句世界に接近して い て ､

芭蕉の 亜流の ように も見え る｡

2 ) Ri ch a rd W ri gh t の場合

当時パ リ に い て 北ア メ リ カ の 俳句詩人の 影響を受けなか っ た黒人作家 R i c h a r d W r i g h t は - ケ ッ ト以

上 に 日本の 俳句形式を遵守し､ 1 7 音節で作るだ けで なく ､ 季語もき ちん と入れる ｡ 唯 一

の 俳句集 『俳

句 - こ の 別世界』 ( H a ik u : T h i s Ot h e r W o rld) に序文を寄せた娘に よると ､ ラ イ トは絶えず音節 の 数を

数えて い て ､ あるとき彼女に ｢ ジ ュ リア ､ お前に も俳句は書ける よ｡ い つ も 5 - 7 - 5 な ん だ ｡ 数学みた い

なもん さ｡ 間違い っ こ な い よ｣
2 2)

と言 っ た と い う ｡ 指を折 っ て音節数を気に して い る姿が 目に見え るよ

うだ｡ 句集か ら 5 句ほ ど例示す る ｡

I a m n o b o d y :

A r e d si n ki n g a u t u m n s u n

T o o k m y n a m e a w a y ･

私 は無人

赤 い秋 の 落日が

私 の 名前を取り去 っ た｡

こ れ は句集の 冒頭を飾る句で ある｡ 沈みゆく赤い 秋の 太陽が自分の 名前を取り去 っ たと ､ 現世で の アイ

デ ン テ ィ テ ィ 喪失を秋 の 落日に寄せ て詠む｡ ｢ 誰で もな い者｣ (
`
`

n o b o d y
' '

) ､ す なわ ち無名性 の 存在とし

て 自然に向か い ､ そ の透明な目に映 っ た現象を書く と い う姿勢を示す 一

種 の 宣言 の よう に も響く ｡ そ の

意味で は冒頭に ふ さわ しい 句だ ろう ( こ の 宣言に は彼の 黒人と して の 意識が幾分 か は影を落として い る

よう に思 われる) ｡ こ の 句に見られ るように ､ ライ トの 句に は ､ 概して 自己の 孤独 に言及したも の が多

く､ そ の ために俳句の 重要な特質の
一

つ で ある非個性化 が十分に なされて い るとは言 い がた い ( つ まり､

彼は 完全に ｢ 誰で もな い 者｣ に はなりきれなか っ た) ｡ し た が っ て こ の 句 は どこ となく俳句と い うより

も､ 自己省察 の 詩の 一

部 の よう な印象を与える ｡ ある い はライ トの 孤独感が ｢ わび｣ ｢ さ び｣ 的な境域

の 表出を得意とす る俳句的世界の 発見を促しは したが ､ まさ に そ の 強す ぎる孤独感ゆえ に俳句の 持 つ 非

個性化 の 特質はあま り意識に上 らなか っ た の かも しれな い ｡

I n t h e fa lli n g s n o w

A l a u g hi n g b o y h o ld s o u t h i s p a l m s

U n til t h e ァ a r e w h i t e .

降 る雪に

笑う少年が掌を差し出す

白く なるまで ｡

2 番目の 句は､ 空から降 っ て くる雪を喜ぶ少年が笑 い なが ら掌を雪で 白く なるまで じ っ と差 し出して い

ると い う印象的な句で ある｡ つ い ライ トの 人種意識が こ の 句を書かせ たの だろうかとも思 い たく なるが､

こ の句集に黒人が登場する の はごく わずかで ある｡ そ れで も ｢ 自｣ と い う色はライ ト の句 に あ っ て は 一

種特別 の意味を担 っ て い る ように思 われる｡ ライ トは､ 1 9 0 8 年 に人種差別が激しか っ た南部の ミ シ シ ッ

ピ州 に生 まれ ､ 19 5 0 年 に パ リで 亡く な っ て い る｡ キ ン グ牧師な どの 努力が実 っ て 新公民権法が成立す

る の が 1 9 6 3 年 の こ とだか ら､ 人種 と い う意識がな い はず はな い の だが ､ 俳句を読む限りで は ライ トは

人種 的な差異を超えた次元 を見て い るように思 われる｡
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夏の 大気に

濃厚なクリ ー ム 状 の ミ ル ク の よう に流れる

牝牛の 泣き声｡

3 番目の 句は夏の 暑い 日に 聞こ え てく る牛 の 鳴き声の 重 っ たる い けだるさをクリ
ー ム の よう に濃厚なミ

ル ク に なぞ らえた もの で ､ [ m ] 音と長母音 ( c r 望 m y) や 二重母音 (fl 竺竺i n g , l竺竺, C 竺竺) の 巧みな使用 が

粘り つ く夏の 暑さ をよくとらえて い る ｡

A s ki n n y s c a r e c r o w

A n d it s s k i n n i e r s h a d o w

F le e l n g a c o ld m o o n .

痩 せた案山子

さらに痩せ たそ の影が

冷た い月を逃げる ｡

彼は案山子を モ チ ー

フ に扱う こ とが多 い が､ 4 番目の 句もそ の
一

つ で ある ｡ 痩せた 案山子と冷た い月を

逃げる ように動 い て い くさ らに痩せ た案山子 の細い 影｡ あたか も寄る べ な い 自分の 孤独な姿をそ こ に投

影して い るか の ようで ､ ど こ か幽玄な雰囲気 の漂う句で ある ｡

I n t h e s p r l n g h ill s ,

M y d o g sit s a n d s t a r e s a t m e , -

J u s t u s t w o a l o n e ･

春 の 野辺

我が犬はすわ っ て私を見 つ める -

我ら二人ぽ っ ち｡

5 番目の 句も同じ孤独感を詠んで い るが ､ 犬と い う陽性の 生 き物を道具立 て に用 い て い るせ い か､ 犬と

二人して 春の 丘 に座る構図に はかすか に ユ
ー

モ ラ ス な雰囲気が漂う｡ 日常的に孤独と差し向か っ て い る

と こ ろか ら来る自己 の 突き放しとで も言え ばい い だろうか｡

日本語俳句の 1 7 音節を墨守する ライ トの 句は全体として説明的に なる傾向が ある｡ そ の こ とをよく

表して い る の が ､ 説明的な形容詞 の 多用で ある ｡ たとえ ば､ 1 番目の 句で は ｢ 沈み行く赤い秋の 太陽｣

(
"

a r e d sin ki n g a u t u m n s u n
"

) と形容詞が 3 つ も連続 して ｢ 太陽｣ を修飾 して おり､ そ の ため暗示性が

多分に殺がれて しま っ て い る ｡ こ うした修飾語の 多用 は句を冗長にす るだけで なく､ 結果的に ｢ 物自体｣

の 提示を困難に する ｡ イ マ ジ ス トた ちはそ の あたりの ことを鋭くとらえて い て ､ 彼らが提唱したイ マ ジ

ズム の 3 つ の 原則 の 一 つ は ｢ 表現 に 寄与しな い 言葉は絶対に使用 しな い こ と｣ (
"

T o u s e a b s o l u t el y n o

w o r d th a t d o e s n o t c o n t rib u t e t o th e p r e s e n t a ti o n
"

)
23)
で あ っ た｡ 彼らは何よ りも ｢物自体｣ の 提示を重

要視した｡ したが っ て イ マ ジズ ム の 詩で は個人的な感情は硬質の 表現の もとに おさえ込まれ ､ 非個性化

が達成されて お り､ そ こに立 ち昇る叙情はあくま で も ｢ 物自体｣ に即したもの で あ っ た ｡ ライ トの 句は

こ の 原則に逆行して お り､ 俳句的な非個性化 が十分に なされて い ると は言えな い ｡ ま た､ 3 番目の 句の

ように ､ 時と して ライ トは直喰を用 い る こ とがある｡ こ れ も句を説明的にす るも の で ある｡
一 般 に俳句

で は直喰は用 い られな い ｡ 直喰自体が説明的な置き換えで あり､ バ ル ザ ッ ク の 言う ｢ 適切な
一 語｣ (1 e

m o t j u s t e) で 眼前の 実景を直裁に 提示し ､ そ うす る こ とで ､ 現象の 実相を とらえ よう とす る俳句は､

本質的に 比喰的な手づま に馴染まな い か らだ ｡ さらに ライ トの 句に は､ 最後の 句 (
"

I n t h e s p
ri n
g
h ill s

' '

)

に見られる よう に ､ 説明的な 一 行が加わる こ と もある｡ 再度引用す る｡

I n t h e s p r l n g h ill s ,

M y d o g si t s a n d s t a r e s a t m e , -
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J u st u s t w o a l o n e .

英語俳句試論 (Ⅰ) : 日本語俳句の受容と展開

我ら二人ぽ っ ち｡

こ の句 の 3 行目 (
"

J u s t u s t w o a l o n e
"

) は自分の 在りようを説明して い るにす ぎず ､ 句にと っ て は不要な 1

行で ある｡ 彼に付きまとう孤独の 意識は前 2 行で十分に暗示と して伝わる｡ ためしに こ の 一 行を削 っ て み

れ ばい い ｡ どれだけ暗示性が高まるか容易 にわかる ｡ つ ぶ やき の ような句を残して天逝した尾崎放哉

(1 8 8 5 - 1 9 2 6) の 自由律俳句にライトの こ の句に似たような句がある｡

い つ しか つ い て きた犬と浜辺 に座る

放哉の こ の 句に は ライ トの 句の 3 行目にあたる部分 (｢ 我ら二人 ぽ っ ち｡ ｣) がな い ｡ 同じ孤独感を詠み

なが らも､ 放哉の 句は実 に軽やかで ､
一

種突き抜けたような透明感すら漂う｡ ライ トの 句と の違 い は
一

目瞭然だろう ｡

日本語俳句の 1 7 音節 ( 5 - 7 - 5) を そ の まま英語俳句で用 い れば､ 句として 長くな りす ぎる傾向がある｡

音節数を整えるために言葉を補わ ざるをえなくなり､ 結果として説明的に なり､ 暗示性が希薄に なる｡
一 方で ､ ハ ケ ッ トの 句の ように ､ そ こ に小さ い ながらも ー

つ の 思想が入 り込む余地が生 じ､ 俳句の 装い

を凝らした詩に なりかける｡ 他方で ､ 優れた俳句に欠かせ ない ｢物そ れ自体｣ ( D i n g -

a n
-

si c h) の 提示と

そ れ によ っ て なさ れる非個性化 ( d e p e r s o n a li z a ti o n) が難 しくな る｡ ライ トに はす ぐれた句が多い が ､

も し彼が日本語俳句の 5 - 7 - 5 と い う伝統的な枠に とらわれず に句作して い たらも っ とイ ン パ ク トの 強 い

句を作 っ て い た の で はない だろうかと私は想像する ｡

( 3 ) 韻律の 移植

日本語俳句で は音節の 数が韻律 ( リ ズム) 形成に最も重要な役割を果たす ｡ 一

方､ 英語の 韻律法に お

い て は､ 基本的に音節の 数より も強勢がリズ ム を形成する ｡ ア メ リカ詩人の 場合は音節に基礎を置く傾

向があると マ ー シ ュ は言うが ､ 英語が強勢で拍子をとる言語 ( st r e s s -ti m e d l a n
g u a g e) で ある限り､ 強

勢がリ ズム にと っ て 重要な役割を果たす こ と には変わりな い ｡ イ マ ジ ス トた ちは俳句の イメ ー ジ の 扱い

方に注目して そ こ から多くを学ん だの だが ､ 俳句が英語圏に本格的に受容され出した第二次世界大戦後､

日本語俳句の 5 - 7 - 5 の リ ズ ム を英語と いう異なる言語で い かに して再現するか とい うこ とが問題になる｡

つ まり ､ 異言語間で の リズム の移植と い う､ ほ ぼ解決不可能な問題に直面するの で ある｡

移植の方法と して はまず考え つ く の は､ 日本語俳句の リズム と等価の ( ある い は近似 の) リズム を従

来 の英詩の 韻律法の 中に捜し求める こ とで ある｡ お そ らく俳句を英訳す るとき 一 番近 い従来の 英詩の 詩

形は バ ラ ッ ド韻律 (b all a d m e t e r) で あろう ( 弱強 4 歩格 [i a m b i c t e t r a m e t e r] と弱強 3 歩格 [ia m b i ｡

t r i m e t e r] が交互 に出て きて 4 行で 1 連を作る形式) ｡ b a ll a d m e t e r に あわせて 4 行に 日本語俳句を訳

す こ とはさすが に長す ぎるの で ､ そ の 半分の 長さで英訳する こ とな どが行われた りした｡ また ヘ ン ダ
ー

ソ ン は芭蕉や蕪村の 句を英訳するとき に ほとん どす べ て の 句を押韻させて い る ｡ たとえ ば､ 芭蕉の ｢ や

が て死ぬ けしき は見えず蝉の 声｣ の 英訳は次 の よう にな っ て い る｡

S o s o o n t o d i e ,

a n d n o s l g n O f it i s s h o w l n g
-

l o c u t -

c rア･

24 )

こ こ に も英詩の 中に あるもの で置き換えようとい う意識､ 言 い 換えれ ば､ 英詩の 形式で俳句的世界を再
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現 しようとす る意識が働 い て い る ｡ しか し､ そう した近似の リズム に よる移植 に は問題 がある｡ 英詩の

韻律法で 代用する 限り､ 英詩の リ ズム の 連想が付きまとうか らだ｡ そ の 結果､ 俳句は英詩の リズ ム と の

連想を断ち切 っ た と こ ろ に成立す る全く新しい ジ ャ ン ル の短詩だと い う意識は生ま れな い ｡ つ まり ､ 従

来の英詩韻律法に よ る代用で は英語俳句が 日本語俳句か ら自立 する こ と ばお ぼ つ かなくなる｡

韻律 の 形式的移植の 不可能性を認識して ､ 次の 段階と して現 れる の が形式的移植をあきらめ ､ 俳句の

本質 - い わゆる ｢俳句的瞬間｣ ( h a i k u m o m e n t) と呼ばれる瞬間､ 見慣れ た日常 の 光景の 内に話語を

見出す瞬間 - を英語と い う言語で 表現 しようと い う考え方で ある ｡ そ の とき ､ 音節数やリ ズ ム な ど形

式は異なる が､ 俳句 の 本質を英語と い う言語の 生理 に即した形で 表現する こ とが可能 になる ｡ 英語俳句

が日本語俳句から形式の 面で開放されて 自立 し､ 同時に従来の 英詩と も違 っ た新 しい 詩の ジ ャ ン ル とし

て 英語文化 に根付 い て い く の は､ そ う した考え方に基づ い て 句作する ときで ある ｡ こ れ は日本語俳句に

と っ て も幸福な こ とで あ っ た
｡ なぜな ら､ 自立した英語俳句は､ 俳句の 本質が言語の 差異を超 えて表現

可能なこ と､ 換言すれ ば､ 俳句の 柔軟性や普遍性の 証 明に もなり､ 俳句が 日本人だ けの もの から人類の

共有財産として世界の b aik u に なり うる こ とを意味するか らで ある｡

3 . 英語俳句の実験

英語に よる俳句が新し い詩 の形式と して定着し始めると､ 従来の 英語俳句と は違 っ た実験的な句が現

れ始める ｡ たとえ ば､
一

行俳句 ( o n e -li n e h a ik u) や 二行俳句 (t w o -li n e h a ik u) と い っ た 新しい 形式 ､

あ る い は可能 な 限 り言葉 を切 り詰 め て い く 実験的な英語俳句 ､ ま た か つ て ア メ リ カ の 詩人 e . e .

c u m m i n g s が 行 っ た c o n c r e t e p o e m の よ う な視覚 に 訴え る俳句 ( t y p o g r a p h ic a l h a i k u / v i s u a l h a i k u /

c o n c r e t e h a i k u) な どがそ れで ある｡ 以下､ 英語俳句が 日本語俳句か ら自立 して 独自の 方向を模索して

いく様子を い く つ か具体的な句を通して みて い く ｡

( 1 ) 一 行俳句 ( o n e -1i n e h aik u)

一 般的に英語俳句は 3 行で書かれるが ､ 1 行で書かれる句もある ( 2 行で 書かれる もの もある) ｡ 本来､

日本語 の俳句は 1 行で書かれるた めに ､
一

行俳句はより日本語俳句に近 い形に なるが ､ それ よりもむし

ろ瞬間の知 覚をそ の ま ま直接的に提示しようとす る意識か ら
一 行形式が求められる と考える べ きで あろ

う｡ 5 句ほ ど例をあげる ｡

t o u c h i n g th e a s h e s o f m y fa t h e r

( B o b B o ld m a n )

p l g
a n d i s p r l n g r a in

( M a rl e n e M o u n t a i n)

a n i c i c l e t h e m o o n d ri 氏i n g t h r o u g h i t

( M a t s u o A ll a r d)

a 氏e r t h e
g
a r d e n

p a
r t y t h e g

a r d e n

( R u t h Y a r r o w )
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st a r r
y
n i gh tl e n t e r y o u r m i r r o r

( A l e x i s R o t e ll a)

ほ しぞ ら私は あなた の かがみに は い る

こ こ に挙げた句 の 中に は 3 行で書い て も変わらな い よう に も思える もの もあるが､ や は り 1 行で 書く

こ とに よ っ て俳句的瞬間に おける
一

瞬 の 知覚が凝縮されて そ の まま伝わる ように思う｡ 特 に最初の 句は

｢ 父 の 遺灰 に触れる｣ と い うただそ れだ けの こ とだが ､ 余分な もの を付 け加える こ となく ､ 火葬に 付さ

れ て い よ い よ灰とな っ て しま っ た父 に対する喪失の 悲しみが原形の まま直裁に読者に 伝わ っ て くる ｡ こ

の 句は言葉自体が意識の 中で 一

瞬に して 形を成し､ 作者 はそ れを書きとめただけの ような印象を与える ｡

技法は あ る に して もそ れは前面に現 れて は い な い ｡
一

読して 忘れがた い 優れ た句だと思う ｡ 2 番目の 句

は､ 世界をうるお し､ 生命を育ん で い く暖かい 春の 雨の 世界に ブタ と ｢ わ たし｣ を同列 に置い て ( 小文

字の ｢ わ た し｣ (i) は人間的優位性の 放棄を含意 した もの で あろ う) ､ 自然に 根ざした 生命の 再生 を寿

ぐ｡ そ の 俳句的取り合わせが面白い ｡ 3 番目の 句は透明な氷柱 の 中をよぎ っ て い く冬の 白い月 の 歪みが

冴え冴えとした冬の 透明な寒さをうまく伝えて い る｡ 4 番目の 句は､ そ れま で 友人 た ち の 談笑で さん ざ

め い て い たガ
ー

デ ン パ
ー

テ ィ が終わり ､ 客たちが帰 っ た 後ひ っ そ りと静ま り返 っ た庭 の静寂が ､ ス ペ ー

ス の 効果的な使 い 方や
` `

g
a r d e n

' '

と い う語の 反復と相ま っ て ､ 印象深い ｡ そ の 静寂 の 中に 今なお客た ち

の 笑い 声が響 い て きそ う だ｡ 最後の 句は ス ペ ー

ス を
一

切省くな どして 実験性の 高 い句で ある ｡ そ こ はか

となく エ ロ テ ィ シズ ム の 漂う句で ､ 愛する者と共に い る幸福感を宇宙的な広がり の 中で と らえて い る ｡

( 2 ) 極端に切り詰めた表現

一

行俳句で もそ うで あるが ､ 俳句的瞬間の 純化 は言葉を切り詰める こ とに よ っ て行われる ｡ 不要なも

の を
一

切省い て い っ て 後に残 っ た 部分が い わゆる俳味の 宿る核心部分で ある｡ そ の結果､ わずか 2 語と

い う英語俳句ま で現れる ｡ 言葉を切り詰める こと で意味付 けを施す前の ｢ 物自体｣ の 提示が なされ ､ 結

果と して そ の 分だけ暗示性が深まる こ とに なる ｡

fr o m h o u s e

t o b a r n

t h e m il k ァ w a y

( L e e G u r g a)

a f t e r

c hi c k a d e e

still n e s s

( L e e G u r g a)

家から

納屋まで

天の 川

最初の 句は､ ふ と上 を見上 げると､ 家から納屋ま で澄みき っ た夜空に天の 川 が大きく広が っ て い ると い

う光景を詠んだもの で ある｡ 季節は夏だろうか｡ あらためて そ の 夜空 の 広さ と深さ ､ そ こ に広がる無窮

の 銀河の 壮大さ に驚き ､ 心 を奪われて い る様子がうか がえる｡ ア メ リ カの 大草原に 建つ 農家と広大な夜

空が
一 瞬に して 目に浮かぶ の で はな い だろうか｡ 広が り の ある風景をわず か 7 語で 表して い る｡ 芭蕉 の

｢ 荒海や佐渡に横たふ 天 の 川｣ を連想させる 一 句で ある ｡ 同作者 に よる 2 番目の 句はチカデ ィ - ( ア メ

リカ コ ガラ) の 泣き声が聞 こ えた後､ あたりが静ま り返り､ 静寂 に包まれ る様子を描い たもの で ､ わず

か 3 語で 最初の 句と同様に空 間の 広がりを感じさせる ｡
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雪

全てが

新しい

( R a ァ m o n d R o s e li e p)

こ の 句で は雪が降り ､ 世界がす っ かり真新 しくな っ た様子を､ 日本の 中学生 で も扱えるありふ れた言葉

で 直接に詠む｡ 説明を
一

切せず にただ目に映 っ た 光景をそ の まま提示する素直さが雪で 一 変 した世界を

見たとき の 何か しら浮き立 つ 思 い と認識の 変化 を伝え､ 読者を俳句が開く世界 へ と連れて行く｡

c ri c k e t s …

t h e n

t h u n d e r

( L a r r y W i g g i n)

t w ili g
h t

t a k i n g

t h e t r e e s

( A n it a V i r g il)

コ オ ロ ギ …

そ して

雷鳴

黄昏が

木々 を

とらえて い く

4 番目の 句で は コ オ ロ ギが鳴き､ しば らく して 今度は雷が轟く様子を､ 3 語で 表現す る｡ 小 さな命と天

空 の ざわめきを時間的経過を表す語で 関連付け､ そ の 結果､ 草 の 中に隠れて泣く コ オ ロ ギと天空の 気象

的変化 の 間に何か見えな い つ ながりがあるか の ような感覚を呼び起こ す｡ 5 番目の 句で は日が暮れて木々

が薄暗がりに呑み込ま れて いく時間帯 一 樹木を昼 の 顔か ら夜の 相貌 へ と変えて い く境界の 時間帯 - そ

の ゆるやかな時間の 変化 を同じく3 語で 措き ､ あたか も黄昏が木々 を別世界 へ と托し去る秘密を見 つ め

て い るような感覚に襲われる ｡

st a r s c ri c k e t s

( G e o r g e S w e d e)

星 々 コ オ ロ ギたち

こ の 句に至 っ て は わずか 2 語｡ 名詞を二 つ 並 べ て い るだ けで ､ こ の 二 つ の 名詞に よ っ て読者の 脳離に触

発されるイ メ ー ジ に全て をゆだねて い る｡ こ の 2 語で読者は､ 秋 の 澄 んだ夜空 にま た たく星が見え､ そ

れ に呼応するかの ように地上 の 草むらにす だ く コ オ ロ ギ の 声が聞こ えてくる思い に駆られる ｡

い ずれも開い た感覚で とらえた現実をそ の まま描き出したもの で ､ 瞬間の 感覚そ の もの が直裁に伝わ

る句で ある｡ 不要な修飾語は
一

切削り落とし､ そ うする こ とで意味づ けの 行為を 一 切遮断した と こ ろ に

｢物自体｣ の 提示があり､ そ こ に俳句的な味わい の 核が宿 っ て い ると言えるだろう ｡

( 3 ) 視覚的俳句 ( vi s u al h aik u / c o n c r e t e h aik u)

こ の 種 の 俳句は俳句の 言葉が表す概念的意味を ､ 印刷 の 工 夫に よ っ て 視覚的な次元 で も表そ うとする

タイ ポグラ フ ィ カル な俳句で ある｡ 半ば言語遊戯的な側面があるが､ 意味と表現形式の 調和を求め る姿

勢を読み取る こ ともで きる｡
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s n o w a t d u s k

o u r p o t o f t e 且

s t e e p s sl o w l y d a r k e r

( B e tt y D r e v n i o k)

t h e h ill s

r e l e a s e th e s u m m e r cl o u d s

o n e b y o n e b ァ o n e

(J o h n W illi ≦)

英語俳句試論 (Ⅰ) : 日本語俳句の 受容と展開

暮れ方の 雪

私たちの テ ィ ー ポ ッ ト

紅茶が弛 みだす ゆ っ く りと 濃く

岡辺が

はなす夏の 雲

一

つ ま た
一

つ また
一

つ

最初の 句は ､ 冬 の 日 の 幸福感を詠ん だ もの で ある｡ 日が暮れて 雪が降る外 の世界と対照的に暖か い部屋

の 中で 二人 の た めに入 れる紅茶が テ ィ ー

ポ ッ ト の 中で ゆ っ く りと染み出して い くさまが ､ 3 行目の 3 つ

の 語 の 間 に置かれた ス ペ ー

ス で よく表されて い る｡ 少 し長め の 空自の うちに 暖か い 部屋 の 中をゆ っ く り

流れる幸福な時間がそ の まま掬い 取られて い る｡ 同じく 2 番目の 句で は晴れた夏 の 白い 雲が丘 から 一

つ

ず つ ゆ っ く りと離れて い く様子を長め の ス ペ ー

ス を配す る こ と に よ っ て現して おり ､ 雲 の ゆ っ た りとし

た動きが目に見 えるようで ､ 夏 の 昼下がりの の どかさが伝わ っ て くる ｡ こ れらは句が伝え る意味を表現

の 視覚的側面で も表 した もの で ､ 内容と形式が調和して い る例で ある ｡

0
g

f r o g

( M a rl e n e M o u n t a i n)

か

ス.

る

蛙

3 番目の 句は ､ 意味の ほ とん どを視覚的要素が代行して い る例で ある ｡ ｢蛙｣ (f r o g) と い う語を文字 レ

ベ ル で解体 して ､ そ れを跳ぶ蛙 の 形に配列する こ とで ､ ジ ャ ン プする蛙 を表現す る｡ そ うする こ とで ､

蛙 の 内的生命を視覚的に とらえようとする試みで あ ろうか ｡ 多分に コ ミ カル な要素 の ある句で ある ( ち

ともと ｢蛙｣ と い う モ チ ー

フ は英語文化圏で は､ 詩的なもの で は なく ､ 幼児的こ っ けさを表わす もの と

して しか扱われ な い) ｡ ある い は､ こ れは芭蕉の ｢ 古池や｣ の パ ロ デ ィ だ ろうか ( 名句ほ どパ ロ デ ィ の

対象に なるも の で ､ 最後 の ｢蛙｣ (f r o g) と い う語を ｢ 地｣ ( p o n d) に変えれ ば､ そ の まま ｢ 古池や｣ の

句の 視覚的表現 になる) ｡

o n th i s c o ld

s p
r l n g 1

2 n i
g
h t 3 4

k it t e n s

w e t

5

( M a rl e n e M o u n t a i n)

こ の 寒 い

春 の 1

2 夜に 3 4

子猫らが

濡れて

5

こ の 句は ､ まだ寒い 春の 夜 に雨か露に濡れて寒そ うに して い る子猫 が､ 気が つ く と五 匹 こ こ に もあそ こ

に も い ると い う様子を､ 数字を散 らばらせ る こ とに よ っ て 表した句で あ る ｡ 散らば っ て い る数字は子猫

を見 つ けて い っ た順番だろう｡
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S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S

( L a r r y G a t e s)
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くさくさくさくさくさくさくさくさくさ

さくさくさくさくさくさくり へ さくさく

くさくさ にさくまむさくさくさびさくさ

さくさくさ しきくさ しさくさくさくさく

くさくさくさく へ くさくさくさぶ さくさ

さくさくさくさびさくさくさはさくさく

くさくさくさくさくさあおくさくさくさ

さくさくさくさくさくさくだ い さくさく

くさくさくさくさくさくさくし ょ さくさ

さくさくさくさくさくさくさく さうさく

最後の 句ほ ほとん ど認識 の遊戯に近 い も の で ､ こ れを俳句と考えて い い も の かためら い を覚える｡ 息語

る ような草の 中に紛れ込ん で い る蛇 を､ ｢ 蛇｣ ( S N A K E) と い う文字を ｢ 草｣ ( G R A S S) と い う文字の

中に紛れ込ませ て 表現 して い る｡ 草 の 中に潜む蛇 の 見 つ けに くさをそ の まま文字の 中に おける ｢ 蛇｣ と

い う語の 見 つ けに くさ に置きかえたも の で ､ 草と同化するように そ の 中に潜む蛇 の 生態と､ 蛇 を見い だ

して い く時の 人間の 意識 の 過程を表わ したも の で あろうか｡ 日本で は こ う い う発想は本来詩の 領域に属

する もの で ( 確か､ 蛙を愛したわが日本の 草野心平の 詩に ｢冬眠｣ と題して ｢ ･

｣ ( 黒丸だ けの 詩) が

あ っ たと記憶する) ､ 日本の俳句に こ う い う類の も の があるか どうか私は寡聞に して知らな い ｡

( 4 ) 新しい題材 ( 反風 雅の 傾向)

英語俳句は形式的に独自の も の を生 み出して い っ ただ けで なく､ そ れまで 日本語俳句が扱わなか っ た

題材を も扱うよう にな っ て きて い る｡ そ の 代表的なも の が性や直接的な エ ロ テ ィ シズ ム で あり､ ま た戦

争や暴力な どの 主題で ある ｡

日本の 俳句は､ 和歌を脱構築して 滑稽味や マ ニ エ リ ス ム 的言語遊戯 の巧みさを味わうと こ ろから始ま

り､ やがて 芭蕉の 革新に よ っ て俗に つ き つ つ も高尚さ ( h igh s e ri o u s n e s s) を宿す よう に なり､ そ の 後伝

統的に風雅の 世界 ( 時に は風狂の世界) を自ら の エ レメ ン トとして きた｡ 人間の 性 ( セ ッ ク ス) やあか

らさま な エ ロ テ ィ シ ズ ム ､ 戦争や暴力は 一

種 の 慎み を持 っ て 避けて き た
25)

｡ しか し､ 英語俳句で は人間

の 生臭い現実やふ と した 瞬間に顕現する自然の 冷酷な営み にもリアリ ス テ ィ ッ クな目を向けようとする ｡

人間の 現実から性や エ ロ テ ィ シズ ム ､ ある い は残虐さを切り離す こ とがで きな い た めだろう､ そ うした

モ チ
ー

フ も扱うよう にな っ て い る｡ 俳句はもともとリア リス テ ィ ッ クな姿勢の 強 い文学で あり､ 英語俳

句が こ う した方向 へ
一 歩踏み出す こ ともまた自然な こ との ように も思われる｡

m l S t
,

p
a n ti e s o n t h e li n e

( B o b B o l d m a n )

L y
i n
g
l n t h e w e t

g
r a s s

,

h i m s till b e a ti n g

i n si d e m e

( A l e x i s R o t ell a)
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最初 の句 はかす かな エ ロ テ ィ シズ ム の 漂う句で ある ｡ あた りが議で かすむ中､ は っ き りと形をと っ て

浮かび上 がる の は ｢ 物干 し網｣ に干され た ｢ パ ン テ ィ ー

｣ で あ っ た と い う句で あ る ｡ 実際の 光景で あり

つ つ
､ 同時に作者の 内的風景の ように思 われる ｡ 見える物の 輪郭が奪われて い く諾の 中で見 える もの と

は､ す なわち見る者の 内部 に潜ん で い る見たい 物の 投影で しか あるま い ｡ 作者は ､ ｢ パ ン テ ィ ー

｣ が議

の 中に浮かび上が っ て きた とき､ あたか も自らの 内に潜む ひ そ かな性的願望があ らた めて 目の 前に突き

つ けられた よう な驚きと自己認識を感じて い るの で は な い だろうか ( こ の 俳句詩人はメ タ意識の 傾向が

強 い 詩人で ある) ｡ 2 番目の 句は性行為を直接的に女性 の 身体感覚を通して 表現した もの だ が､ 大き な

自然の 生命 の 発現 として性行為をとらえ て い るよう に思われる ｡

d e e p l n r a n k g r a s s ,

t h r o u g h a b u ll e t
-

r id d l e d h el m e t :

a n u n k n o w n fl o w e r

( N i c h o l a s V i r g ili o)

繁茂した草の 中深く

銃弾が貫通した ヘ ル メ ッ トか ら

名も知 らぬ 花

3 番目の 句は ､ ベ トナ ム 戦争で戦死した自分の 兄 を詠んだも の で ある｡ 草が生 い 茂 っ た深い 林の 中で 銃

弾を受け､ 穴 だら けにな っ た ヘ ル メ ッ トを見 つ け､ そ の 中か ら名も知 らぬ花が
一

輪咲 い て い ると い う句

で ある ｡ 作者の 悲 しみと怒り､ そ して 戦争の 犠牲者とな っ た 兄 の 死の 不条理 へ の 思 い が ､ 名もなき 一 輪

の 花に よ っ て より深くかき たて られる｡ ｢ 自然の 中で は こ ん な小さ な花さえ生 きて い る の に ､ なぜ あの

か けがえ の な い兄 が … ｣ と い う思い が深ま る｡

a s m a ll p o o l o f b l o o d -

kill e d i n t h e a i ト r a i d : a li ttl e g i rl

a n d h e r h u g e b l o n d d o ll

( D a v i d e V l a d i m i r , C r o a ti a)

小さな血 の 池 -

空襲で 死ん だ少女と

そ の 子 の 大き なブ ロ ン ド人 形

戦争やテ ロ リ ズム を扱 っ た 句は東 ヨ ー ロ ッ
パ ･ バ ル カ ン半島の 句に 多く ､ そ こ で は戦争 は 一 つ の 季語の

ような機能す ら果た して い ると D i m i t a r A n a k i e v は言う
2 6)

｡ 俳句が政治的現実を表現す る手段と して 威

力を発揮 して い る例で ある｡

m o o n ri s e w h i t e c a t e a ti n
g
t h e c a r d i n a l

( S c o tt M o n t g o m e r y)

月が昇 る パ ン ドラ ヒ ョ ウ モ ン チ ョ ウ を

食 べ る白い 猫

最後の 句は､ 月が昇り､ 月光に白く照 らさ れた猫が パ ン ドラ ヒ ョ ウ モ ン チ ョ ウを食 べ て い る光景を詠ん

だ もの だが､ 自然界に潜む暴力の 実相を見る思い がす る｡ 昼 の世界を支配す る明る い 理性的な太陽が没

し去り､ い まや情念的な月が夜の 世界の 王者の よう に昇りくる｡ そ の 怪し い光に支配され て ､ 白 い 猫は

自らの 本能的衝動 の まま に影の 世界で捕食とい う行為に駆られる｡ そ の 自さが不気味に浮か び上 がる｡

日常の 裏側を覗き見た ような印象を受ける ｡

日本で は エ ロ テ ィ シ ズ ム は川柳の 領域で ､ 俳句と川柳を区別するが ､ 英語排句はそ の 両者を厳格に 区

別する の をさ ける ようで ある ｡ 俳句を作る作者が 同時に川 柳も作 り､ C o r v a n d e n H e u v el の ア ン ソ ロ

ジ ー

で は二 つ を区別せず に並 べ て ある
27)

｡ 日本 の 川柳の 中に は言語遊戯を凝らしながらもず い ぶ んと俗 っ

ぽくて卑袈なも の があるが ､ 英語俳句で はそれ ほ ど卑現に はな らな い ｡ 日本で は人間性に潜むおか しみ､
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人間の 不完全さ を笑う精神は川柳が受け持ち､ そ こ で は人事に かかわる下世話な内容を皮肉 っ ぼく ､ あ

る い は親刺的に表現 して い く ｡ しか し､ そ こ で は人間を笑うとき にも作者はある種超然と した視点か ら

人間をとらえ､ 笑 い の う ちに暖かく人間を許すとい う要素を秘めて お り､ そ の 精神は本質的に風雅の 精

神と 同 じ と こ ろ か ら発 して い る と も言 える ｡ そ の 意味で は ､ 川柳 は ､ い わ ば俳句 の 高尚さ ( hi g h

s e ri o u s n e s s) の 解毒剤､ ある い はもう
一

つ の 風雅の顔と言 っ て も い い も の だろう｡

( 5 ) メ タ俳句

英語俳句の 中には時々 少し印象の 異なる俳句､ すなわち､
一

瞬 に して わかる俳句と は違い ､ 知的なめ

ま い を与えるような句に出く わす こ とがある ｡ そ こ で は､ 知性の 参加が要求される ｡ た とえ ば､ 次 の よ

うな句で ある｡ 俳句の 生成自体を主題と して 詠ん だ俳句で ､ メタ ポ エ ム に なら っ て メ タ俳句と名づ けて

も い い ような句で ある ｡

一e a
_
Y e s bl
-
o w 呈n
-g
l
l
n t O a S e n t e n c e

( B o b B o ld m a n )

木 の 葉 風に 吹かれ て 一 つ の 言葉に

B o b B o l d m a n の
一

行俳句な どはまさ に メ タ俳句と称 して い い も の だろう ｡ こ の 句は俳句が生ま れるさ

まを､ 自然の 中で そ よぐ木 の葉が風に吹かれ て ､ 何らか の 芸術的変容を受けて
一 つ の 文 ､ すなわ ち俳句

となると詠む ｡ 俳句と い う断片の テク ス トの 生まれる起源は自然の木 の 葉で あり､ すなわ ち自然と い う

大きなテ ク ス トか ら､ 想像力ある い は直感と い う風の 力を受け､ 芸術的変容を被 っ て 文字に定着し､ そ

の結果が俳句と い う断片の テ ク ス トで あると い うように ア レゴリカル に解釈す る こ とがで きると思う｡

A t t h e e n d o f m y s el f p e n c il ti p

( G e o r g e S w e d e)

私 の 終わると こ ろに 鉛筆 の 先

s w e d e の 句も句作行為そ れ 自体を詠ん だメ タ俳句と して ア レゴリ カ ル な解釈が可能で ある｡ ｢ 私 の 終わ

り ･ 端に｣ (t h e e n d o f m ァs e lf) ある も の ､ そ れは ｢ 鉛筆の 先｣ だと言う ｡ 言うまで もなく ｢ 鉛筆の 先｣

とは生まれて く る俳句を書き留めて いく道具の こ とで ､ す なわち､ 書く行為自体を示す記号で ある こ と

ば明白で ある ｡ しか し､ ｢ 私自身の 終わると こ ろ｣ と い う部分は酸味さを残 して い る｡ ｢ 私｣ と い う自己

意識の 消滅す る時点で ､ 言 い 換えれば､ ｢ 私｣ を超えた何かの 始ま る点を指し､ そ こ で ペ ン が動き出し､

俳句が生まれ て くると い う の か､ そ れと も ｢ 私｣ と い う自己意識の ギリギリ の 先端で生 まれて くると い

う の か ､ そ の あたりは暖味なまま で ある｡ 私に は自己と い う個の 存在を超える手段と して ､ 鉛筆を取 っ

て 句作す る､ そ れに よ っ て 自己を超えよう と願う憧れと同時に 自己を捨て きれ な い意識を も表して い る

よう に思える｡

こう したメ タ俳句は､ 多く の メ タ ポ エ ム と同様､ 先鋭な自意識がな い と こ ろに は生 じない ｡ す なわち､

俳句を作ると い う自らの 行為自体に向けられた過剰なメタ意識が こ うしたメ タ俳句を生み出すの で ある｡

こ の ようなメ タ俳句 は､ 瞬間の 知 覚を重ん じる俳句の 中に自己反省的な知的要素が介入 し､ 創造行為に

おける作者の 実体 ､ ある い は作品と作者の 関係と い っ た哲学的な問題に焦点をあて た もの で ､ 俳句の す

な おさ や俳句 の大衆性か ら離れて い く危険性が潜んで い る よう に思う ｡

以上 ､ 簡単に い く つ か実験的な句を見て きた｡ こ うした実験的な英語俳句を ｢ こ れ は俳句で はな い｣

と退けるか､ そ れ とも ｢ こ れも
ー

つ の 俳句｣ だと迎えるか は意見の 分か れると こ ろだと思われるが ､ 私
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は 日本 の俳句が異言語と接触する こと によ っ て ､ ある い は異文化と交渉する こ とに よ っ て獲得 した 一

つ

の 発展 した俳句の ス タイ ル だと思う｡

注

本稿で 引用した英語俳句は､ 煩雑なため各 々 の 句の 出典を明示 しなか っ た が ､
主 に以下の著書からと っ た｡

･ C o r v a n d e n H e u v el ( e d .) , T h e II aik u A n th ol o g y ( W . W . N o r t o n & C o m p a n y , 2 0 0 0)

･ W illi a m .I . H i g g i n s o n , T h e H aik u I I a n d b o ok .
･

H o w to W ri te
,
S h a r e

,
a n d T e a c h H ai k u ( K o d a n s h a I n t e r n a ti o n al , 1 9 8 9)

･ D i m i t a r A n a ki e v & J i m K a ci a n ( e d s) , K n o ts: T h e A n th ol og y of S o u th e a st e r n E u r op e a n H a ik u P o e try ( T o l m i n : P rij a t elj ,

1 9 9 9)

･ J i m K a ci a n a n d th e R e d M o o n E d i t o ri a l S t a ff ( e d s .) , T h e T hi n C m e .
I

T h e R ed M o o n A n th ol og y of E n gli s h
- L a n g u a g e

H a ik u 1 9 9 9 ( R e d M o o n P r e s s
,
2 0 0 0)

･ R i c h a r d W ri g h t , It ai k u : T h is O th e r W o rl d ( A r c a d e P u bli s h i n g , 1 9 9 8)

1) Ji m K a c i a n ,
"

T a p pi n g th e C o m m o n W e ll
"

, ( D i m it a r A n a k i e v & J i m K a ci a n ( e d s) , K n o ts : T h e A n th ol og y of

S o u th e a s te r n E u r op e a n l t aik u P o e り , ( T o l m i n : P rij a t elj , 1 9 9 9)) , p . 1 5 .

2) リ メ リ ッ ク (li m e ri c k / 5 行戯詩) とは､ 昔 ア イ ル ラ ン ドで流行した弱弱強格の 5 行か らなる戯詩の こと で ､
1
､

2
､ 5 行 と 3

､
4 行 が そ れぞれ韻を踏む ｡ 押韻形式は a a b b a ｡ 例 を挙げる｡

T h e r e w a s a n O l d M a n o r P e r u
,

W h o n e v e r k n e w w h a t h e s h o u l d d o ;

S o h e t o r e o ff h i s h a i r
,

A n d b e h a v e d lik e a b e a r
,

T h a t i n t ri n si c O l d M a n o f P e r u .

ペ ル ー の 老人

何を した ら い い か わか らな い

そ こ で 髪の 毛を掻きむ しり､

熊 の よう に ふ るま っ た｡

な ん と内在的なべ ル
ー の 老人

こ の形式は､ エ ドワ
ー ド ･ リ ア (1 8 1 2 - 8 8) が そ の 詩集 『ノ ン セ ン ス の 絵本』 (A B o ok of N o n s e n s e , 1 8 4 6) で 用 い て

から広まるよう に な っ た と言われる ( た だし､ リ ア はその 詩集の ど こ にも こ の
`

1i m e ri c k
'

と い う語を用 い て は い な

い) ｡ 詩形 の 名前 ｢ リメ リ ッ ク｣ の由来は こ の形式が用い られ るとき に つ けた
"

W ill ァo u c o m e u p t o L i m e ri c k ?
' '

と

い う リ フ レ イ ン からとされるが
､ 異説もある｡ こ の リ フ レ イ ン に出て くる Li m e ri c k は ア イ ル ラ ン ドに ある場所の

名前で ある ことから､ ア イ ル ラ ン ド起源の詩形という説もあるが ､
こ れ に も諸説ある｡

3) B . H . チ ェ ン バ レ ン ( 高梨健吉訳) 『日本事物誌 2』 (東洋文庫) (平凡社､ 1 9 8 8) p . 1 5 1 .

チ ェ ン バ レ ン の こ の 『日本事物誌』( T hi n g s J aP a n e s e) の 出版は18 9 0 年 で ある｡

4) エ ピ グ ラ ム ( e pi g r a m ) と は短く機知に富んだ寸鉄詩の こと で ､

一

般 に訊刺的な内容を持 つ ｡

A d w a r丘s h w h o l e .

I ts b o d y b r e v it y , a n d w i t s i t s s o u l

( S . T . C ol d e ri d g e)

全体は倭人

体は短小で ､ そ の魂は機知に あ り

コ ー ル リ ッ ジ に よる こ の エ ピ グ ラ ム は
､ ま さ に エ ピグ ラ ム に よる エ ピ グ ラ ム の 定義で あり､ 引き締ま っ た短 い表

現の 中に ビリ ッ と した機知を秘めたもの を エ ピグ ラ ム と い う ｡ そ こ で は感情的な要素は排され ､ あくま で も警句

的な機知の 巧みさ を味わう の が
一

般的で ある｡ そ の意味で は知性の 産物で ､ 俳句とは本質的に異なる｡

5) L a fc a di o H e a r n , E x o ti c s a n d R et r o sp e c ti v e s ( C o si m o C l a s si c s , 2 0 0 7) , p . 5 6 .

- -

ン の こ の 著作 (『異国情緒と回顧』) の 出版は18 9 8 年 で ある｡

6) w . G . As t o n
,
A H i s t o ry of J a p a n es e L it e r a t u r e ( C h a rl e s E . T u ttl e C o m p a n y , 1 9 8 6) , p . 2 9 0 .

ア ス ト ン の こ の 著作 (『日本文学史』) の 出版は189 9 年 で ある ｡ 本文内の 引用に続け て ア ス ト ン は ｢ 芭蕉はよりま

じめな要素を取り入れ て俳諮を大きく洗練し､ 改良して ､ 短歌 の強敵とな るま で に した｣ ( p . 2 9 0) と言う｡

7) ポ
ー

ル - ル イ ･ ク ー

シ ュ
ー ( 金子美都子 ･ 柴 田依子訳) ｢ 日本 の 叙情的 エ ピグ ラ ム｣ 『明治日本の詩と戦争 -

ア ジ ア の賢人と詩人』 ( みすず書房､ 19 9 9) , p p . 3 7 - 8 .

- 8 9 -
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8) ポ ー ル - ル イ ･ ク ー シ ュ
ー

､ p . 1 4 1 .

ク ー シ ュ
ー の こ の ｢ 日本の 叙情的 エ ピグ ラ ム｣ は､ 1 9 0 6 年 の 4 月 から 8 月 に かけ て ｢ - イ カイ一日本の詩的 エ

ピグ ラ ム｣ と い う タイ トル で月刊文芸誌 『レ
･

レ ッ ト ル』 に 4 回に わた っ て 連載 した も の を ､
1 9 1 6 年 1 0 月 に

『ア ジ ア の 賢人と詩人』 を出版す る際に ｢ 日本 の叙情的 エ ピグ ラ ム｣ と改題し､ 補筆 して そ こ に収めた ｡ な お ､

ジ ュ リ ア ン ･ ヴ ォ カ ン ス の - イ カイ は 1 91 6 年以降に 発表され て い る｡

9) ポ ー ル - ル イ ･ ク ー シ ュ
ー

､ p . 1 5 5 .

1 0 ) 高浜虚子 『俳句 - の 道』(岩波文庫) ( 岩波書店､ 20 0 6) ､ p p . 1 7 - 2 5 .

大正 から昭和を代表す る俳人の
一

人高浜虚子はフ ラ ン ス で - イ カイ詩人たちと俳句 にお ける花鳥訊詠の重要性

を語り合 っ て い る ｡

l l) T ･ S ･ E li o t ( e d .) , L i t e r a ヮ E 5 S ay S Of E z r a P o u n d ( F a b e r a n d F a b e r , 1 9 7 4) , p . 4 .

パ ウ ン ドは ｢ 二
､
三 の 禁止事項｣ ( A F e w D o n

'

t s) の 中で ｢ イ メ ー ジは
一

瞬 の うち に知的情緒的複合体を提示す

る もの で ある｣ ( A n
`

I m a g e
'

i s th a t w h i c h p r e s e n ts a n i n t ell e c t u al a n d e m o ti o n a l c o m p l e x i n a n i n s t a n t o f ti m e .)

と言 う ｡ 彼 は しば らく し て さ ら に 考え を深め ､ イ メ ー ジ は ｢ 光を放 つ 結 び目また は房｣ ( a r a d i a n t n o d e o r

cl u s t e r) で あ るとし､ そ れ を ｢ 絶えず観念がそ こ から放たれ､ そ の中を通り､ そ して そ の 中に流れ込む
一 つ の 渦｣

/ r I
1

1 1 1 1 1
･

1 1
1

I
.

I
･
1 1 1

.
ヽ l l _ _. - 1

ヽ 11 : -
▼ 1

1
1 -

しa v o r t e x
,
I r O m W n l C n

,
a n d t h r o u g h w h i c h , a n d i n t o w n l C n , 1 CL e a s a r e c o n s t a n t l y r u s h i n g) と し し こ b 見 る よ

-

) 4 -

な る ｡

1 2) こ の詩は､ 当時 A m y L o w e11 が 主催 して い た雑誌 p o et r} に 発表されるが､ そ こ で は次 の よう に リズ ム の 単位ご

と に印刷された｡ そ の 後 に 2 回 ほ ど句読点等に変更が加えられ て 現在の形 に落ち着い て い る｡

T h e a p p a riti o n o f t h e s e fTa c e s i n th e c r o w d :

P e t al s o n a w e t
,
b l a c k b o u g h

植物界と地下鉄の 群集の 映像を併置 して 都市文明の風景を巧みに切り取 っ た こ の 詩 に は､ パ ウ ン ドが惹かれ て い

たギ リ シ ア神話の イ メ
ー ジも流れ込ん で い る ｡ オ デ ュ ッ セ ウ ス やオ ル ペ ウ ス が冥府降下の際に みた群集､ そ の 暗

闇の 中で切り離されたl= 霊た ちの 顔が こ こ で は濡れた黒い枝に張り付く花びら のイ メ
ー ジ と結び つ く｡ H u g h K e

n n e r は
､
お そ らく ｢ ペ ル セ ポネ (冥府の王 プ ル

ー

ト
ー

に よ っ て 冥界 に泣致されたゼ ウ ス とデ メ - テ ル の 娘) の 記

憶｣ に 触発 さ れ て い る だ ろ う と言 う ｡ ( H u gh K e n n e r , T h e P o u n d E r a ( U n i v e r sit y o f C a li fo r n i a , 1 9 7 4) ,

p . 1 8 5 .)

1 3) c h a rl e s T o m li n s o n ( e d .) , W illi a m C a rl o s W illi a m 5 : S el e ct ed P o e m s ( P e n g u i n B o o k s , 1 9 7 6) , p . 4 2 .

1 4) ヘ ン ダ
ー

ソ ン の こ の 著書は､ 1 9 3 3 年 に 『竹等』( T h e B a m b o o B r o o m ) と い う タイ ト ル で 出版 した小ぶりな書物

を 19 5 8 年 に増補再版したもの で ある｡

1 5) H a r o l d G . H e n d e r s o n
,
A n I n t r od u cti o n t o H a ik u ( D o u b l e d a y , 1 9 5 8) , p . 2 .

ヘ ン ダ
ー

ソ ン は ｢ 達人 の手 に かかれ ば､ 俳句は純粋詩の凝縮された エ ッ セ ン ス となりう る｣ (p . 2 ) と も言う ｡

プ ラ イ ス と親交の あ っ た ヘ ン ダ ー

ソ ン は彼の 『俳句』( H a ik u ) を読ん で刺激を受けて おり､ 『俳句入門』 の ｢ 序｣

で プ ラ イ ス に謝意を表明して い るが､ 俳句観に 関して は ｢ 禅の 中身が い かなるもの で あろうと ､ 芭蕉の 俳句の大

多数は明らか に宗教的なもの で はな い｣ ( p . 2 2) と して ､ プ ラ イ ス の禅的な見方を容認して い な い ｡

1 6) R ･ H
.
B I y th , I I ai k u , V ol . I .

"

E a s t e r n C u lt u r e
"

( K a m a k u r a B u n k o , 1 9 4 9) , p . iii .

1 7) H . D . T h o r e a u
,

"

S o li t u d e
"

,
W a ld e n ( K e n k y u s h a , 1 9 8 3) , p . 1 2 7 .

1 8 ) L a r z e r Z i ff ( e d .) ,
"

N a t u r e
"

,
R a lp h W a ld o E m e r s o n : S el e c ted E s s ay s ( P e n g u i n B o o k s , 1 9 8 2) , p . 3 7 .

1 9 ) w illi a m J ･ H ig gi n s o n , T h e H a ik u H a n d b o o k : H o w t o W ri te , S h a r e , a n d T e a ch I Z a ik u ( K o d a n s h a , 1 9 8 9) p . 1 0 2 .

2 0) G e o r g e S w e d e ,
"

H a ik u i n E n g li s h i n N o r t h A m e ri c a
"

( H a ik u C a n a d a N e w sl ette r, v ol . 1 0 , n o . 2
, J a n u a r y 1 9 9 7 a n d

v ol . 1 0
,
n o . 3

,
M a r c h 1 9 9 7 .)

2 1) 川本暗嗣 『日本詩歌の伝統 一 七と五 の 詩学 - 』(岩波書店､ 19 9 9) ､ p p .
1 3 ト2 .

2 2) R i c h a r d W rig h t , j l a ik u .

･ T h i s O th e r W o rld ( A r c a d e P u b li s h i n g , 1 9 9 8) , p . v iii .

2 3 ) F . S . F li n t が掲げたイ マ ジズ ム の綱領とは以下の 3 つ で あ る｡

1
. 主観的 で あれ

､ 客観的で あれ ､
｢ 物｣ を直接的に扱う こと

(
"

D i r e c t t r e a t m e n t o f th e
'

th i n g
'

w h e t h e r s u bj e c ti v e o r o bj e c ti v e
"

)

2
. 表現 に 寄与しな い言葉は絶対に使用しな い こ と

- 9 0 -
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(
"

T o u s e a b s o l u t el y n o w o r d t h a t d o e s n o t c o n t ri b u t e t o th e p
r e s e n t a ti o n

' '

)

3 . リ ズ ム に関し て は､ メ ト ロ ノ
ー

ム の連続で はなく ､ 楽句の 連続に よ っ て 構成する こ と

(
"

As r e g a r d i n g r h y th m : t o c o m p o s e i n th e s e q u e n c e o f th e m u
si c a l p h r a s e , n o t i n s e q u e n c e o f a m e t r o n o m e

"

)

2 4) H i g g i n s o n , p . 4 1 ･

2 5) 日本 で も昭和初期に は新し い素材の 開拓が進み､ 性 や戦争を題材に扱い始める｡ 決 して 俳句が現実世界と無縁

の まま風雅の世界に 閉じ こ も っ て は おれなか っ た の だろう｡ 金子兜太は熱の こも っ た ｢ 俳句論｣ で ､ 山 口誓子の

唱えた三 つ の作句要素 (新し い言葉
･ 新 しい素材 ･ 新 しい構成) を挙げ､ 詳 しく分析して いる ｡ その ｢ 新 しい 素

材｣ の 中で ｢ 当時の俳壇に セ ン セ
ー シ ョ ン を巻き起こ し､

一

躍草城 の 位置を決定した｣ 日野草城の 新婚の 夜を詠

んだ句を五句ほ ど挙げて紹介して い る｡

けふ より の妻と来て泊 つ る宵 の春

夜半の春なほ処女なる妻と居りぬ

枕辺の春の灯は妻が消し ぬ

をみなとはか ゝ るもの かも春の闇

蓄蔵に ほ ふ はじめ て の夜 の しらみ つ ゝ

今からす れば淡い エ ロ テ ィ シ ズ ム が漂 っ て い ると しか見えな い が ､ 当時は エ ロ テ ィ シ ズ ムを素材に扱うの は大き

な冒険で あ っ た｡ ま た同じく昭和 1 3 年頃から戦争俳句が書かれ始める ｡

戦友 ヲ葬リ ピス ト ル ヲ天 二 撃 ツ ( 西東三鬼)

全滅の大地しばらくは見えざりき (渡辺 自泉)

夜目に燃え商館の 内撃たれたり ( 三橋敏雄)

金子は ｢ ともかく､ 戦争俳句は､ 素材の 開拓にた いする食欲な成果とみ て さ し つ かえ あるま い｣ と言う｡ ( 岡井

隆 ･ 金子兜太 『短詩型文学論』 (紀伊国屋書店､ 20 0 7) ､ p p . 1 4 6 - 7 .)

2 6) D i m i t a r A n a k i e v ,
"

F r o m M o v e m e n t t o L i t e r a t u r e
"

( D i m it a r A n a ki e v a n d Ji m K a c i a n ( e d s ･) , K n o ts = th e A n th ol o g y

of S o u lh e a sl e r n E u r op e a n H aik u P o e try ( p u b li s h e r: P rij a t elj H ai k u P r e s s ; d i s tri b u t o r : R e d M o o n P r e s s ,
1 9 9 9)) ､ p ･ 9 ･

2 7) た と えば､ 人間の習性に潜むおかしさを詠んだ次の ような句は川柳とみなした方が い い だろう｡

t h r o u g h t h e b i n o c u l a r s

a w o m a n l o o ki n g a t m e

t h r o u g h t h e b i n o c u l a r s

( M y k el B o a r d )

W eig h t li允 e r

sl o w lァ1ifti n g

t h e t e a c u p

( G a r r y G a y)

c o m m e r ci al b r e a k -

th e c a t a n d I

h e a d fb 工 t h e ki t c h e n

( W illi a m ∫. H i g g i n s o n )

双 眼鏡を覗けば

私を見て い る女

双眼鏡を覗い て

重量挙げの選手

ゆ っ くりと

テ ィ
ー カ ッ プ を持ち上げる

C M タイ ム

猫と私は
一

目散 に

キ ッ チ ン へ
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